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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の情報処理端末と、前記情報処理端末と通信する表示処理装置と、を備える情報処
理システムであって、
　前記表示処理装置は、
　複数の画像データを１画面に集約して表示する共有表示から１つの画像データを１画面
に単独で表示する全画面表示への切替要求を受信する第１の受信部と、
　前記切替要求を受信した場合、１つの前記情報処理端末から受信した画像データの表示
部への前記全画面表示を行なう表示制御部と、
　前記表示制御部が前記全画面表示を行なう場合、前記全画面表示された画像データの送
信元の前記情報処理端末以外の、通信の接続を確立中の他の前記情報処理端末に対して、
画像データを非表示とすることを示す非表示情報を含む応答情報を送信する第１の送信部
と、
　前記非表示情報を含む前記応答情報の送信先の前記情報処理端末から、表示対象の画像
データを含まず且つ該画像データのデータ量未満の所定情報を含むダミーデータを含んで
いる更新要求を受信する第２の受信部と、
　を備え、
　前記情報処理端末は、
　前記表示処理装置からの応答情報を受信する第３の受信部と、
　前記応答情報に前記非表示情報が含まれる場合、表示対象の画像データを含まず且つ前
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記所定情報を含む前記ダミーデータを含んでいる前記更新要求を前記表示処理装置へ送信
する第２の送信部と、
　を備える、
　情報処理システム。
【請求項２】
　前記表示処理装置は、
　前記所定情報を記憶部へ記憶する記憶制御部を備える、請求項１に記載の情報処理シス
テム。
【請求項３】
　前記表示処理装置の前記記憶制御部は、
　前記所定情報を、前記所定情報を含む前記更新要求の受信時に前記表示部に表示されて
いた画像データの送信元の前記情報処理端末の端末識別情報に対応づけて、前記記憶部に
記憶する、請求項２に記載の情報処理システム。
【請求項４】
　前記表示処理装置の前記記憶制御部は、
　前記所定情報を、前記端末識別情報と、前記所定情報を含む前記更新要求の受信時に前
記表示部に表示されていた画像データと、該画像データの場面を識別する場面識別情報と
、に対応づけて、前記記憶部に記憶する、請求項３に記載の情報処理システム。
【請求項５】
　前記表示処理装置は、
　前記記憶部における、前記所定情報と、前記所定情報に対応する画像データと、を含む
印刷データを生成する印刷データ生成部を備える、請求項３または請求項４に記載の情報
処理システム。
【請求項６】
　前記第１の受信部は、
　前記全画面表示への切替要求、または、前記全画面表示から前記共有表示への切替要求
、を受信し、
　前記表示制御部は、
　前記共有表示への切替要求を受信した場合、通信の接続を確立中の複数の前記情報処理
端末のそれぞれから受信した複数の画像データを、前記表示部へ前記共有表示する、
　請求項１～請求項５の何れか１項に記載の情報処理システム。
【請求項７】
　前記第１の送信部は、
　前記表示制御部が前記共有表示する場合、画像データを前記共有表示することを示す共
有表示情報と、前記共有表示する時の画像データの画像サイズと、を含む前記応答情報を
、前記共有表示する複数の画像データのそれぞれの送信元の前記情報処理端末へ送信し、
　前記第２の送信部は、
　前記応答情報に画像サイズおよび前記共有表示情報が含まれる場合、該画像サイズに応
じた解像度の画像データと、前記共有表示情報と、を含む前記更新要求を前記表示処理装
置へ送信する、
　請求項６に記載の情報処理システム。
【請求項８】
　前記第１の送信部は、
　前記表示制御部が前記共有表示する場合、画像を前記共有表示することを示す共有表示
情報と、前記共有表示する時の画像データの画像サイズと、画像データの更新頻度と、を
含む前記応答情報を、前記共有表示する複数の画像データのそれぞれの送信元の前記情報
処理端末へ送信し、
　前記第２の送信部は、
　前記応答情報に含まれる更新頻度に応じた送信頻度で、前記更新要求を前記表示処理装
置へ送信する、
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　請求項６または請求項７に記載の情報処理システム。
【請求項９】
　複数の画像データを１画面に集約して表示する共有表示から１つの画像データを１画面
に単独で表示する全画面表示への切替要求を受信する第１の受信部と、
　前記全画面表示への切替要求を受信した場合、通信の接続を確立中の複数の情報処理端
末の内の、１つの前記情報処理端末から受信した画像データを表示部へ前記全画面表示す
る表示制御部と、
　前記表示制御部が前記全画面表示する場合、前記全画面表示された画像データの送信元
の前記情報処理端末以外の、通信の接続を確立中の他の前記情報処理端末に対して、画像
データを非表示とすることを示す非表示情報を含む応答情報を送信する第１の送信部と、
　前記非表示情報を含む前記応答情報の送信先の前記情報処理端末から、表示対象の画像
データを含まず且つ該画像データのデータ量未満の所定情報を含むダミーデータを含んで
いる更新要求を受信する第２の受信部と、
　を備える、表示処理装置。
【請求項１０】
　複数の画像データを１画面に集約して表示する共有表示から１つの画像データを１画面
に単独で表示する全画面表示への切替要求を受信するステップと、
　前記全画面表示への切替要求を受信した場合、通信の接続を確立中の複数の情報処理端
末の内の、１つの前記情報処理端末から受信した画像データを表示部へ前記全画面表示す
るステップと、
　前記全画面表示する場合、前記全画面表示された画像データの送信元の前記情報処理端
末以外の、通信の接続を確立中の他の前記情報処理端末に対して、画像を非表示とするこ
とを示す非表示情報を含む応答情報を送信するステップと、
　前記非表示情報を含む前記応答情報の送信先の前記情報処理端末から、表示対象の画像
データを含まず且つ該画像データのデータ量未満の所定情報を含むダミーデータを含んで
いる更新要求を受信するステップと、
　を含む、表示処理方法。
【請求項１１】
　複数の画像データを１画面に集約して表示する共有表示から１つの画像データを１画面
に単独で表示する全画面表示への切替要求を受信するステップと、
　前記全画面表示への切替要求を受信した場合、通信の接続を確立中の複数の情報処理端
末の内の、１つの前記情報処理端末から受信した画像データを表示部へ前記全画面表示す
るステップと、
　前記全画面表示する場合、前記全画面表示された画像データの送信元の前記情報処理端
末以外の、通信の接続を確立中の他の前記情報処理端末に対して、画像データを非表示と
することを示す非表示情報を含む応答情報を送信するステップと、
　前記非表示情報を含む前記応答情報の送信先の前記情報処理端末から、表示対象の画像
データを含まず且つ該画像データのデータ量未満の所定情報を含むダミーデータを含んで
いる更新要求を受信するステップと、
　をコンピュータに実行させるための、表示プログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、情報処理システム、表示処理装置、表示処理方法、および、表示プログラム
に関する。
【背景技術】
【０００２】
　情報処理端末から受信した画像データを表示する情報処理システムが知られている。こ
の情報処理システムでは、情報処理端末から受信した複数の画像データを１画面に集約し
て表示する機能が知られている。
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【０００３】
　例えば、特許文献１には、複数の画像データを１画面に合成して表示する機能が開示さ
れている。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、従来のシステムでは、複数の画像データを１画面に集約して表示する表
示状態から、１つの画像データを単独で１画面に表示する表示状態へと切り替える場合、
表示しない画像データを送信する情報処理端末と画像データを表示する表示処理装置との
通信の接続を切断していた。このため、再度、複数の画像データを１画面に集約して表示
する表示状態へと切り替える場合、複数の情報処理端末と表示処理装置とのの接続を再度
確立する必要があった。このため、従来では、表示状態の切替え時における端末同士の通
信を行なう手続きの処理の負荷が問題であった。
【０００５】
　本発明は、上記に鑑みてなされたものであって、情報処理端末と表示処理装置との間の
通信の接続に関する手続きの処理の負荷を低減することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上述した課題を解決し、目的を達成するために、本発明は、複数の情報処理端末と、前
記情報処理端末と通信する表示処理装置と、を備える情報処理システムであって、前記表
示処理装置は、複数の画像データを１画面に集約して表示する共有表示から１つの画像デ
ータを１画面に単独で表示する全画面表示への切替要求を受信する第１の受信部と、前記
切替要求を受信した場合、１つの前記情報処理端末から受信した画像データを表示部へ前
記全画面表示を行なう表示制御部と、前記表示制御部が前記全画面表示を行なう場合、前
記全画面表示された画像データの送信元の前記情報処理端末以外の、通信の接続を確立中
の他の前記情報処理端末に対して、画像データを非表示とすることを示す非表示情報を含
む応答情報を送信する第１の送信部と、前記非表示情報を含む前記応答情報の送信先の前
記情報処理端末から、表示対象の画像データを含まず且つ該画像データのデータ量未満の
所定情報を含むダミーデータを含んでいる更新要求を受信する第２の受信部と、を備える
。前記情報処理端末は、前記表示処理装置からの応答情報を受信する第３の受信部と、前
記応答情報に前記非表示情報が含まれる場合、表示対象の画像データを含まず且つ前記所
定情報を含む前記ダミーデータを含んでいる前記更新要求を前記表示処理装置へ送信する
第２の送信部と、を備える。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明によれば、情報処理端末と表示処理装置との間の通信の接続に関する手続きの処
理の負荷を低減することができる。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】図１は、情報処理システムの一例の概略図である。
【図２】図２は、表示処理装置のハードウェア構成の一例を示す図である。
【図３】図３は、情報処理端末のハードウェア構成の一例を示す図である。
【図４】図４は、表示処理装置および情報処理端末の機能構成の一例を示すブロック図で
ある。
【図５】図５は、画面切替の一例を示す模式図である。
【図６】図６は、表示管理情報のデータ構成の一例を示す模式図である。
【図７】図７は、ダミーデータの一例の説明図である。
【図８】図８は、所定情報の記憶の一例の説明図である。
【図９】図９は、印刷データの一例を示す模式図である。
【図１０】図１０は、情報処理の流れの一例を示すシーケンス図である。
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【図１１】図１１は、表示管理情報の一例の説明図である。
【図１２】図１２は、情報処理の流れの一例を示すシーケンス図である。
【図１３】図１３は、表示処理装置が実行する情報処理の手順の一例を示す、フローチャ
ートである。
【図１４】図１４は、登録処理の手順の一例を示すフローチャートである。
【図１５】図１５は、情報処理の手順の一例を示すフローチャートである。
【図１６】図１６は、情報処理の手順の一例を示すフローチャートである。
【図１７】図１７は、情報処理端末および表示処理装置の機能構成の一例を示すブロック
図である。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　以下、本発明の実施の形態について説明する。
【００１０】
　図１は、本発明の実施の形態の情報処理システム１０の一例の概略図である。
【００１１】
　情報処理システム１０は、表示処理装置１２と、複数の情報処理端末１４（１４－１，
１４－２，１４－３，１４－４）と、を備える。
【００１２】
　表示処理装置１２と複数の情報処理端末１４のそれぞれとは、有線通信または無線通信
等のネットワークを介して接続される。
【００１３】
　表示処理装置１２は、情報処理端末１４から受信した画像データを表示する。本発明の
実施の形態では、表示処理装置１２は、複数の情報処理端末１４のそれぞれと通信の接続
を確立し、通信の接続を確立中の複数の情報処理端末１４のそれぞれから画像データを受
信する。そして、表示処理装置１２は、情報処理端末１４から受信した画像データ５０を
表示部へ表示する。
【００１４】
　表示処理装置１２は、例えば、プロジェクタである。この場合、スクリーン１６が表示
部に相当する。すなわち、表示処理装置１２は、情報処理端末１４から受信した画像デー
タ５０を、スクリーン１６へ投影（表示）する。
【００１５】
　なお、表示処理装置１２は、ディスプレイに画像データ５０を表示してもよい。この場
合、ディスプレイが表示部に相当する。本発明の実施の形態では、表示処理装置１２が、
プロジェクタである場合を一例として説明する。
【００１６】
　表示処理装置１２は、１つの画像データ５０をスクリーン１６の中の画面１７に単独で
表示する全画面表示と、情報処理端末１４から受信した複数の画像データ５０をスクリー
ン１６の中の画面１７に集約して表示する共有表示と、を切り替えることが可能である。
【００１７】
　例えば、図１の例においては、表示処理装置１２は、複数の情報処理端末１４（情報処
理端末１４－１～１４－４）のそれぞれから、第１～第４の画像データを受信する。そし
て、表示処理装置１２は、これらの第１～第４の画像データ５０（５０Ａ～５０Ｄ）を、
画面１７に集約してスクリーン１６へ投影する。なお、表示処理装置１２は、本発明の実
施の形態のように４つの画像データに限らず、何個の画像データを受信してもよい。また
、表示処理装置１２の共有表示には、２つ以上の画像データ５０を集約して表示すればよ
く、４つの画像データ５０を集約する形態に限定されない。なお、表示処理装置１２の全
画面表示と共有表示との切り替えについては、詳細を後述する。
【００１８】
　情報処理端末１４は、表示対象の画像データを表示処理装置１２へ送信する。情報処理
端末１４は、例えば、ノート型のコンピュータ、タブレット端末、スマートフォン等の情



(6) JP 6825480 B2 2021.2.3

10

20

30

40

50

報処理を実行するコンピュータである。また、情報処理端末１４は、外付けＨＤＤ（ハー
ドディスクドライブ）やＳＤカード等の記録媒体から画像データを読み出して外部装置に
出力する装置であってもよい。また、情報処理端末１４は、画像データを再生する映像再
生装置であってもよい。また、情報処理端末１４は、放送局から放送信号または通信信号
を受信して、映像データを再生する受信装置であってもよい。
【００１９】
　なお、図１には、表示処理装置１２が、４台の情報処理端末１４（１４－１，１４－２
，１４－３，１４－４）と通信の接続を確立した状態を、一例として示した。しかし、表
示処理装置１２が通信の接続を確立する情報処理端末１４の数は、複数であればよく、４
台に限定されない。
【００２０】
　次に、ハードウェア構成を説明する。図２は、表示処理装置１２のハードウェア構成の
一例を示す図である。表示処理装置１２は、システム制御部２０と、投影部３０と、記憶
部２６と、外部接続部２５と、有線通信部２４と、無線通信部２３と、表示入力部２２と
、操作信号受信部２１とを有する。
【００２１】
　システム制御部２０は、例えば、ＣＰＵ（Ｃｅｎｔｒａｌ　Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ　Ｕ
ｎｉｔ）と、ＲＡＭ（Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｍｅｍｏｒｙ）およびＲＯＭ（Ｒｅ
ａｄ　Ｏｎｌｙ　Ｍｅｍｏｒｙ）等の周辺回路等を含む。システム制御部２０は、例えば
、記憶部２６等に記憶されたプログラムを実行することにより、表示処理装置１２の全体
を制御する。
【００２２】
　記憶部２６は、例えば、ＲＡＭ、ＲＯＭおよびフラッシュメモリ等を含む。記憶部２６
は、表示処理装置１２が実行する各種プログラム、情報処理端末１４から受信した投影面
に投影するための画像データ、および各種設定情報等を記憶する。
【００２３】
　外部接続部２５は、外部装置から受信したデータ、例えば、コンピュータからの画像出
力信号、映像機器等からのＨＤＭＩ（登録商標）信号、ビデオ信号等を入力するためのイ
ンタフェースである。有線通信部２４は、有線ＬＡＮのインタフェースおよびその通信制
御部を含む。
【００２４】
　無線通信部２３は、無線ＬＡＮのインタフェースおよびその通信制御部を含む。無線通
信部２３は、表示処理装置１２を情報処理端末１４とネットワークを介して接続させる。
【００２５】
　表示入力部２２は、操作ボタンまたはタッチパネル等を含み、各種情報を表示する。ま
た、表示入力部２２は、操作ボタンまたはタッチパネル等に対するユーザの操作を入力す
る。操作信号受信部２１は、リモートコントローラ等からの操作信号を受信して、ユーザ
の操作を入力する。
【００２６】
　投影部３０は、光源３５と、光源制御部３４と、カラーホイール３６と、回転検出部３
３と、カラーホイール制御部３２と、ＤＭＤ３７（Ｄｉｇｉｔａｌ　Ｍｉｒｒｏｒ　Ｄｅ
ｖｉｃｅ）と、ＤＭＤ制御部３１と、投射レンズ３８とを含む。
【００２７】
　光源３５は、ランプ、ＬＥＤ（Ｌｉｇｈｔ　Ｅｍｉｔｔｉｎｇ　Ｄｉｏｄｅ）または半
導体レーザー等の固体光源等の投影用の光源である。光源制御部３４は、光源３５の明る
さ、点灯／消灯の制御等を行う。
【００２８】
　カラーホイール３６は、例えば、赤、青、緑の３色に色分けされた円板等を高速で回転
させ、光源３５からの光を透過させることにより色づけを行う。回転検出部３３は、カラ
ーホイール３６の回転状態を検出する。カラーホイール制御部３２は、カラーホイール３
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６の回転を制御する。
【００２９】
　ＤＭＤ３７は、多数の微小鏡面（マイクロミラー）を平面に配置した表示素子である。
ＤＭＤ制御部３１は、投影対象の画像データに応じて画素毎にＤＭＤ３７のマイクロミラ
ーの向きを制御する。投射レンズ３８は、ＤＭＤ３７を通過した光をスクリーン１６へと
投射する。なお、ＤＭＤ３７およびカラーホイール３６は、画像投影用の表示素子の一例
であり、例えば、ＬＣＤ（Ｌｉｑｕｉｄ　Ｃｒｙｓｔａｌ　Ｄｉｓｐｌａｙ）等の他の表
示素子であってもよい。
【００３０】
　光源３５から出た光は、カラーホイール３６で色づけされ、画像データによって画素毎
に向きが制御されるＤＭＤ３７で反射し、投射レンズ３８を介してスクリーン１６に照射
されて像を結ぶ。
【００３１】
　図３は、情報処理端末１４のハードウェア構成の一例を示す図である。情報処理端末１
４は、通常のコンピュータと同様の構成を有する。すなわち、情報処理端末１４は、ディ
スプレイ４１と、入力部４２と、ＣＰＵ４３と、ＲＯＭ４４と、ＲＡＭ４５と、記憶装置
４６と、有線通信部４７と、無線通信部４８とを有する。各部は、バスにより接続される
。
【００３２】
　ディスプレイ４１は、ＬＣＤ等の表示装置である。ディスプレイ４１は、ＣＰＵ４３か
らの表示信号に基づいて情報を表示する。入力部４２は、キーボードおよびマウス等のユ
ーザの操作情報を入力する。入力部４２は、入力した操作情報をＣＰＵ４３に供給する。
なお、ディスプレイ４１および入力部４２は、タッチパネルのような一体的な構成であっ
てもよい。
【００３３】
　ＣＰＵ４３は、プログラムを実行してデータ処理および制御等をするプロセッサの一例
である。ＣＰＵ４３は、ＲＡＭ４５の所定領域を作業領域として、ＲＯＭ４４または記憶
装置４６に予め記憶された各種プログラムとの協働により各種処理を実行し、情報処理端
末１４を構成する各部の動作を統括的に制御する。また、ＣＰＵ４３は、ＲＯＭ４４また
は記憶装置４６に予め記憶されたプログラムとの協働により、ディスプレイ４１、入力部
４２、有線通信部４７および無線通信部４８等を制御する。
【００３４】
　ＲＯＭ４４は、不揮発性メモリであって、情報処理端末１４の制御に用いられるプログ
ラムおよび各種情報を記憶する。ＲＡＭ４５は、揮発性のメモリであって、ＣＰＵ４３の
作業領域として機能する。
【００３５】
　記憶装置４６は、フラッシュメモリ等の半導体による記憶媒体、磁気的または光学的に
記録可能な記憶媒体等の書き換え可能な記憶装置である。記憶装置４６は、情報処理端末
１４の制御に用いられるプログラムおよび各種情報等を記憶する。
【００３６】
　有線通信部４７は、有線ＬＡＮのインタフェースおよびその通信制御部を含む。無線通
信部４８は、無線ＬＡＮのインタフェースおよびその通信制御部を含む。無線通信部４８
は、情報処理端末１４を表示処理装置１２とネットワークを介して接続させる。
【００３７】
　図４は、本実施の形態に係る表示処理装置１２および情報処理端末１４の機能構成の一
例を示すブロック図である。
【００３８】
　表示処理装置１２は、切替処理部１２Ａと、要求処理部１２Ｂと、判定部１２Ｃと、記
憶部１２Ｄと、出力部１２Ｅと、印刷データ生成部１２Ｆと、を備える。情報処理端末１
４は、切替要求送信部１４Ａと、予約要求送信部１４Ｂと、応答情報受信部１４Ｃと、応
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答情報記憶部１４Ｄと、画像データ生成部１４Ｅと、更新要求送信部１４Ｆと、を備える
。
【００３９】
　表示処理装置１２の記憶部１２Ｄは、各種情報を記憶する。記憶部１２Ｄは、例えば、
記憶部２６（図２参照）で実現する。記憶部１２Ｄは、配置情報、表示管理情報、画像デ
ータ、および、所定情報などを記憶する。
【００４０】
　配置情報は、１つの画面１７に集約して表示されるそれぞれの画像データ５０における
、画面１７上の配置等を示す。
【００４１】
　配置情報は、表示種別と、表示可能領域と、画像データ５０毎の描画位置とを含む。
【００４２】
　表示種別には、全画面表示または共有表示が設定されている。全画面表示は、１つの画
像データ５０をスクリーン１６の中の画面１７に単独で表示する表示状態を示す。共有表
示は、複数の画像データ５０（本実施の形態では４つの画像データ５０）をスクリーン１
６の中の画面１７に集約して表示する表示状態を示す。
【００４３】
　表示可能領域は、画像データ５０を表示することが可能な、画面１７上のピクセル単位
の範囲を示す。例えば、表示可能領域には、座標（ｘ，ｙ）＝（０，０）から、（ｘ，ｙ
）＝（１２８０，８００）までの範囲が示されている。
【００４４】
　画像データ５０毎の描画位置は、起点座標、幅および高さを含む。起点座標は、対応す
る画像データ５０を描画する起点の座標を示す。幅は、対応する画像データ５０の幅方向
（Ｘ方向）のピクセル数を示す。高さは、対応する画像データの画像データ５０の高さ方
向（Ｙ方向）のピクセル数を示す。
【００４５】
　本発明の実施の形態では、表示処理装置１２は、配置情報における表示種別を切り替え
る。これにより、表示処理装置１２は、１つの画像データ５０をスクリーン１６の中の画
面１７に単独で表示する全画面表示と、複数の画像データ５０をスクリーン１６の中の画
面１７に集約して表示する共有表示と、を切り替える。具体的には、本発明の実施の形態
では、表示処理装置１２は、情報処理端末１４から受信する切替要求に応じて、全画面表
示と共有表示とを切り替える（詳細後述）。
【００４６】
　本実施の形態では、表示処理装置１２は、１つの画像データ５０をスクリーン１６の中
の画面１７に単独で表示する全画面表示と、４つの画像データ５０をスクリーン１６の中
の画面１７に単独で表示する共有表示との間で、表示状態を切り替える場合を一例として
説明する。
【００４７】
　なお、スクリーン１６の中の画面１７に集約する画像データ５０のそれぞれには、固有
の画像番号が割り当てられる。例えば、１番目の画像データ５０に画像番号１、２番目の
画像データ５０に画像番号２、３番目の画像データ５０に画像番号３、４番目の画像デー
タ５０に画像番号４が割り当てられる。
【００４８】
　図５は、画面切替の一例を示す模式図である。図５に示すように、表示処理装置１２は
、情報処理端末１４から受信した切替要求に応じて、４つの画像データ５０（５０Ａ～５
０Ｄ）をスクリーン１６の中の画面１７Ａに集約して表示する共有表示（図５（Ａ）参照
）と、１つの画像データ５０（例えば、画像データ５０Ａ）をスクリーン１６の中の画面
１７Ｂに単独で表示する全画面表示（図１５（Ｂ）参照）と、を切り替える。
【００４９】
　なお、表示処理装置１２は、切替要求に応じて、共有表示と、全画面表示と、の間で表
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示状態を切り替え可能であればよい。
【００５０】
　図４に戻り説明を続ける。表示管理情報は、表示処理装置１２と通信の接続を確立中の
情報処理端末１４に関する、表示を管理するための情報である。
【００５１】
　図６は、表示管理情報のデータ構成の一例を示す模式図である。表示管理情報は、通信
の接続を確立中の複数の情報処理端末１４の各々ごとの、識別情報、表示ステータス、画
像サイズ、および更新頻度を含む。表示管理情報は、切替処理部１２Ａや要求処理部１２
Ｂなどによって更新される（詳細後述）。このため、表示管理情報は、切替処理部１２Ａ
や要求処理部１２Ｂなどによって更新されることで、例えば、図６（Ａ）に示すデータ構
成や、図６（Ｂ）に示すデータ構成となる。
【００５２】
　表示管理情報は、表示処理装置１２に対して同時に通信の接続が確立可能な情報処理端
末１４の数に応じた、エントリ（レコード）を有する。それぞれのエントリには、表示処
理装置１２と通信の接続を確立した情報処理端末１４が登録される。このため、表示処理
装置１２に接続された情報処理端末１４の数が、表示処理装置１２が接続可能な最大の数
よりも少ない場合、表示管理情報は、図６（Ｂ）に示すような空エントリを含む。本発明
の実施の形態では、表示管理情報は、４つのエントリを有する場合を一例として説明する
。
【００５３】
　表示管理情報における識別情報は、そのエントリに設定された情報により特定されるジ
ョブを識別する情報である。本発明の実施の形態では、表示管理情報における識別情報と
して、そのエントリに登録された情報処理端末１４の識別情報を用いる。
【００５４】
　表示ステータスは、そのエントリに登録された情報処理端末１４から受信した画像デー
タ５０の、表示処理装置１２における表示状態を示す。
【００５５】
　具体的には、表示ステータスは、全画面表示、共有表示、または、非表示の何れかを示
す。全画面表示は、受信した画像データ５０をスクリーン１６の中の画面１７に単独で表
示する表示状態を示す。共有表示は、受信した画像データ５０を、他の情報処理端末１４
から受信した画像データ５０と共に、スクリーン１６の中の画面１７に集約して表示する
表示状態を示す。非表示は、受信した画像データ５０を、スクリーン１６の中の画面１７
に表示させない表示状態を示す。
【００５６】
　何れか１つの情報処理端末１４の表示ステータスが共有表示の場合、他の情報処理端末
１４の表示ステータスは、図６（Ａ）に示すように、共有表示となる。また、例えば、何
れか１つの情報処理端末１４の表示ステータスが全画面表示の場合、他の情報処理端末１
４の表示ステータスは、図６（Ｂ）に示すように非表示となる。
【００５７】
　表示管理情報における画像サイズは、そのエントリに登録された情報処理端末１４から
受信する画像データ５０の、表示時の画像のサイズである。画像サイズは、例えば、解像
度で表す。
【００５８】
　表示管理情報における更新頻度は、そのエントリに登録された情報処理端末１４から受
信した画像データ５０の、更新頻度を示す。例えば、更新頻度は、１秒間に更新する画像
の枚数（フレームパーセカンド）を示す。
【００５９】
　図４に戻り、説明を続ける。所定情報は、情報処理端末１４から送信された情報であっ
て、表示対象の画像データ以外の情報である。所定情報については、詳細を後述する。
【００６０】
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　表示処理装置１２の切替処理部１２Ａは、第１の受信部の一例である。切替処理部１２
Ａは、情報処理端末１４から切替要求を受信する。
【００６１】
　情報処理端末１４の切替要求送信部１４Ａは、表示状態の切替えを要求する場合、切替
要求を表示処理装置１２に送信する。
【００６２】
　切替要求は、全画面切替要求、および、共有切替要求、の一例である。
【００６３】
　全画面切替要求は、共有表示から全画面表示への切替要求を示す。共有切替要求は、全
画面表示から共有表示への切替要求を示す。本実施の形態では、切替要求は、切替要求の
送信元の情報処理端末１４の識別情報と、切替えを要求する表示ステータスと、を含む。
すなわち、表示ステータス“全画面表示”を含む切替要求が、全画面切替要求に相当する
。また、表示ステータス“共有表示”を含む切替要求が、共有切替要求に相当する。
【００６４】
　すなわち、切替処理部１２Ａは、情報処理端末１４から、全画面切替要求または共有切
替要求を受信する。
【００６５】
　表示処理装置１２の切替処理部１２Ａは、切替要求を受信した場合、表示管理情報にお
ける、切替要求の送信元の情報処理端末１４の識別情報に対応する表示ステータスを、該
切替要求に含まれる表示ステータスに設定する。
【００６６】
　詳細には、切替処理部１２Ａは、切替要求に含まれる表示ステータスが“全画面表示”
である場合、表示管理情報における切替要求の送信元の情報処理端末１４の識別情報に対
応する表示ステータスを、“全画面表示”に設定する。また、切替処理部１２Ａは、表示
管理情報における、該切替要求の送信元以外の情報処理端末１４の識別情報に対応する表
示ステータスを、“非表示”に設定する。
【００６７】
　これによって、切替処理部１２Ａは、情報処理端末１４から受信する切替要求に含まれ
る表示ステータスが“全画面表示”である場合、表示状態を共有表示から全画面表示へと
切り替える。
【００６８】
　また、切替処理部１２Ａは、切替要求に含まれる表示ステータスが“共有表示”である
場合、表示管理情報における、切替要求の送信元の情報処理端末１４の識別情報に対応す
る表示ステータスを“共有表示”に設定する。また、切替処理部１２Ａは、表示管理情報
における、切替要求の送信元以外の情報処理端末１４の識別情報に対応する表示ステータ
スを“共有表示”に設定する。
【００６９】
　これによって、切替処理部１２Ａは、情報処理端末１４から受信する切替要求に含まれ
る表示ステータスが“共有表示”である場合、表示状態を全画面表示から共有表示へと切
り替える。
【００７０】
　そして、切替処理部１２Ａは、表示管理情報における、各情報処理端末１４の識別情報
に対応する画像サイズおよび更新頻度として、対応する表示ステータスごとに予め定めた
値を設定する。
【００７１】
　例えば、表示処理装置１２では、表示ステータス“全画面表示”、“共有表示”、“非
表示”の各々に対応する、画像サイズおよび更新頻度を、予め記憶部１２Ｄに記憶してい
る。なお、表示処理装置１２は、表示ステータス“全画面表示”の画像サイズおよび更新
頻度として、表示ステータス“共有表示”より大きい値を予め記憶する。言い換えると、
表示処理装置１２は、表示ステータス“共有表示”の画像サイズおよび更新頻度として、
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表示ステータス“全画面表示”より小さい値を予め記憶する。また、表示処理装置１２は
、表示ステータス“非表示”の画像サイズとして“０”（ゼロ）を予め記憶する。また、
表示処理装置１２は、表示ステータス“非表示”に対応する更新頻度として、表示ステー
タス“共有表示”の更新頻度以下の値を予め記憶する。
【００７２】
　そして、切替処理部１２Ａは、表示管理情報に新たに設定した表示ステータスに対応す
る画像サイズおよび更新頻度を記憶部１２Ｄから読取り、表示管理情報に設定すればよい
。
【００７３】
　要求処理部１２Ｂは、情報処理端末１４から受信した各種要求を処理する。要求処理部
１２Ｂは、第２の受信部、および、第１の送信部の一例である。要求処理部１２Ｂは、情
報処理端末１４から、予約要求や更新要求を受信する。
【００７４】
　予約要求は、情報処理端末１４の識別情報を含む。情報処理端末１４の予約要求送信部
１４Ｂは、表示対象の画像データの表示処理装置１２への送信に先だって、予約要求を表
示処理装置１２へ送信する。
【００７５】
　表示処理装置１２の要求処理部１２Ｂは、情報処理端末１４から予約要求を受信した場
合、予約要求の送信元の情報処理端末１４に対応するエントリを、表示管理情報に設定す
る。すなわち、要求処理部１２Ｂは、表示管理情報に新たなエントリ番号を設定する。そ
して、要求処理部１２Ｂは、設定したエントリ番号に対応づけて、予約要求に含まれる情
報処理端末１４の識別情報を、表示管理情報に設定する。これによって、該情報処理端末
１４と表示処理装置１２との通信の接続が確立される。なお、要求処理部１２Ｂは、表示
管理情報に空エントリが無い場合、予約要求の送信元の情報処理端末１４を表示管理情報
に設定しなくてよい。
【００７６】
　要求処理部１２Ｂは、予約要求の送信元以外の情報処理端末１４の識別情報が、記憶部
１２Ｄの表示管理情報に設定されていない場合、表示管理情報における予約要求の送信元
の情報処理端末１４に対応する表示ステータスとして、“全画面表示”を設定する。
【００７７】
　そして、要求処理部１２Ｂは、該表示ステータス“全画面表示”に対応する画像サイズ
および更新頻度として、対応する表示ステータスごとに予め定めた値を設定する。すなわ
ち、要求処理部１２Ｂは、切替処理部１２Ａと同様にして、画像サイズおよび更新頻度を
表示管理情報に設定すればよい。具体的には、要求処理部１２Ｂは、表示管理情報に新た
に設定した表示ステータスに対応する画像サイズおよび更新頻度を記憶部１２Ｄから読取
り、表示管理情報に設定すればよい。
【００７８】
　また、要求処理部１２Ｂは、予約要求の送信元以外の情報処理端末１４の識別情報が、
記憶部１２Ｄの表示管理情報に登録されている場合、設定済の情報処理端末１４の識別情
報と、該予約要求の送信元の情報処理端末１４の識別情報と、の各々に対応する表示ステ
ータスを、“共有表示”に設定する。そして、要求処理部１２Ｂは、該表示ステータス“
共有表示”に対応する画像サイズおよび更新頻度を記憶部１２Ｄから読取り、該識別情報
に対応づけて表示管理情報に設定する。
【００７９】
　そして、要求処理部１２Ｂは、予約要求の送信元の情報処理端末１４へ、応答情報を送
信する。応答情報は、表示管理情報における、送信先の情報処理端末１４の識別情報に対
応する、表示ステータスと、画像サイズと、更新頻度と、を含む。
【００８０】
　情報処理端末１４の応答情報受信部１４Ｃは、表示処理装置１２から応答情報を受信す
る。応答情報受信部１４Ｃは、第３の受信部の一例である。情報処理端末１４の応答情報
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記憶部１４Ｄは、応答情報受信部１４Ｃが受信した応答情報を記憶する。
【００８１】
　情報処理端末１４の画像データ生成部１４Ｅは、応答情報に含まれる画像サイズに応じ
た解像度の画像データを、応答情報に含まれる更新頻度で生成する。
【００８２】
　情報処理端末１４の更新要求送信部１４Ｆは、画像データ生成部１４Ｅにより生成され
た画像データと、表示ステータスと、を含む更新要求を、表示処理装置１２に送信する。
更新要求送信部１４Ｆは、第２の送信部の一例である。
【００８３】
　更新要求は、該更新要求の送信元の情報処理端末１４の識別情報と、要求する表示ステ
ータスと、表示対象の画像データと、を含む。更新要求に含まれる表示ステータスは、画
像データ５０を非表示とすることを示す表示ステータス（非表示情報）、画像データ５０
を全画面表示することを示す表示ステータス（全画面情報）、または、画像データ５０を
共有表示することを示す表示ステータス（共有表示情報）である。
【００８４】
　なお、本発明の実施の形態では、画像データ５０を非表示とすることを示す表示ステー
タス（非表示情報）を、表示ステータス“非表示”と称して説明する。また、本発明の実
施の形態では、画像データ５０を全画面表示することを示す表示ステータス（全画面情報
）を、表示ステータス“全画面表示”と称して説明する。また、本発明の実施の形態では
、画像データ５０を共有表示することを示す表示ステータス（共有表示情報）を、表示ス
テータス“共有表示”と称して説明する。
【００８５】
　情報処理端末１４の更新要求送信部１４Ｆは、表示処理装置１２から受信した応答情報
に、画像サイズおよび表示ステータス“共有表示”（共有表示情報）が含まれる場合、該
画像サイズに応じた解像度の画像データと、表示ステータス“共有表示”（共有表示情報
）と、を含む更新要求を、表示処理装置１２へ送信する。このとき、更新要求送信部１４
Ｆは、表示処理装置１２から直前に受信した応答情報に含まれる更新頻度に応じた送信頻
度で、更新要求を表示処理装置１２へ送信する。
【００８６】
　また、情報処理端末１４の更新要求送信部１４Ｆは、表示処理装置１２から受信した応
答情報に、画像サイズおよび表示ステータス“全画面表示”（全画面情報）が含まれる場
合、該画像サイズに応じた解像度の画像データと、表示ステータス“全画面表示”（全画
面情報）と、を含む更新要求を、表示処理装置１２へ送信する。このとき、更新要求送信
部１４Ｆは、表示処理装置１２から受信した応答情報に含まれる更新頻度に応じた送信頻
度で、更新要求を表示処理装置１２へ送信する。
【００８７】
　また、情報処理端末１４の更新要求送信部１４Ｆは、表示処理装置１２から受信した応
答情報に、画像サイズおよび表示ステータス“非表示”（非表示情報）が含まれる場合、
画像データを含まず且つ所定情報を含むダミーデータを、表示処理装置１２へ送信する。
ダミーデータの送信については、詳細を後述する。
【００８８】
　表示処理装置１２の要求処理部１２Ｂは、情報処理端末１４から更新要求を受信した場
合、判定部１２Ｃを呼び出す。
【００８９】
　表示処理装置１２の判定部１２Ｃは、更新要求に含まれる表示ステータスと、表示管理
情報に登録されている更新要求の送信元の情報処理端末１４の識別情報に対応する表示ス
テータスと、が一致するか否かを判定する。すなわち、判定部１２Ｃは、更新要求に含ま
れる表示ステータスと、表示管理情報における、更新要求の送信元の情報処理端末１４に
対応するエントリの表示ステータスと、が一致するか否かを判定する。判定部１２Ｃは、
判定結果を要求処理部１２Ｂに戻す。
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【００９０】
　表示処理装置１２の要求処理部１２Ｂは、更新要求に含まれる表示ステータスと、表示
管理情報に登録されている更新要求の送信元の情報処理端末１４に対応する表示ステータ
スと、が一致する場合、更新要求に含まれる画像データを出力部１２Ｅに与える。また、
要求処理部１２Ｂは、更新要求の送信元の情報処理端末１４へ、応答情報を送信する。
【００９１】
　一方、要求処理部１２Ｂは、更新要求に含まれる表示ステータスと、表示管理情報に登
録されている更新要求の送信元の情報処理端末１４に対応する表示ステータスと、が一致
しない場合、出力部１２Ｅに画像データを与えずに、更新要求の送信元の情報処理端末１
４に、応答情報を送信する。
【００９２】
　ここで、表示管理情報における、受信した更新要求に含まれる情報処理端末１４の識別
情報に対応する表示ステータスが“非表示”である場合がある。この場合、表示処理装置
１２の要求処理部１２Ｂは、該情報処理端末１４に対して、表示ステータス“非表示”（
非表示情報）を含む応答情報を送信する。
【００９３】
　情報処理端末１４の応答情報受信部１４Ｃは、表示処理装置１２から応答情報を受信す
る。情報処理端末１４の更新要求送信部１４Ｆは、受信した応答情報に表示ステータス“
非表示”（非表示情報）が含まれる場合、ダミーデータを含む更新要求を、表示処理装置
１２へ送信する。
【００９４】
　ダミーデータは、表示対象の画像データを含まず、且つ、所定情報を含む。すなわち、
この場合、情報処理端末１４の更新要求送信部１４Ｆは、表示対象の画像データを含まず
、且つ、所定情報を含む更新要求を、表示処理装置１２へ送信する。
【００９５】
　所定情報のデータ量は、表示対象の画像データのデータ量未満である。詳細には、所定
情報は、スクリーン１６へ表示する対象の画像データ５０の、最小画像サイズ未満のデー
タである。所定情報は、例えば、テキストデータ、スクリーン１６へ表示する対象の画像
データの最小画像サイズ未満の静止画像データ、音声データ、などである。所定情報は、
例えば、情報処理端末１４を操作するユーザの操作指示などによって入力される。
【００９６】
　表示処理装置１２の要求処理部１２Ｂは、更新要求に含まれる表示ステータスが“非表
示”である場合についても、上記と同様に、判定部１２Ｃを呼び出す。判定部１２Ｃは、
判定結果を要求処理部１２Ｂに戻す。そして、この場合、要求処理部１２Ｂは、更新要求
に含まれる表示ステータス“非表示”と、表示管理情報に登録されている更新要求の送信
元の情報処理端末１４に対応する表示ステータスと、が一致する場合および不一致である
場合の少なくとも一方において、更新要求に含まれるダミーデータを出力部１２Ｅに与え
る。また、不一致である場合、要求処理部１２Ｂは、更新要求の送信元の情報処理端末１
４へ、応答情報を送信する。
【００９７】
　図７は、ダミーデータの一例の説明図である。図７（Ａ）は、ダミーデータのデータ構
成の一例を示す図である。図７（Ｂ）は、ダミーデータに含まれる情報種別の一例を示す
図である。
【００９８】
　ダミーデータは、所定情報と、所定情報のサイズを示す所定情報サイズと、情報種別と
、を含む。なお、ダミーデータのサイズは、表示対象の画像データのデータ量より小さい
。例えば、ダミーデータは、１バイトである。ダミーデータのデータ量が小さいと、情報
処理端末１４は、表示処理装置１２との間の接続を維持したまま、該表示処理装置１２と
の通信負荷を小さくすることができる。
【００９９】
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　情報種別は、所定情報の種別を示す。図７（Ｂ）に示すように、情報種別は、例えば、
情報なし、テキスト、などである。
【０１００】
　図４に戻り説明を続ける。表示処理装置１２の出力部１２Ｅは、要求処理部１２Ｂから
、更新要求に含まれる画像データを受け取った場合、該画像データ５０を、表示管理情報
における、更新要求の送信元の情報処理端末１４に対応する表示ステータスに従って、画
面１７に表示する。
【０１０１】
　例えば、出力部１２Ｅは、表示管理情報における、更新要求の送信元の情報処理端末１
４に対応する表示ステータスが“全画面表示”の場合、更新要求に含まれる画像データ５
０を全画面表示する。また、出力部１２Ｅは、表示管理情報における、更新要求の送信元
の情報処理端末１４に対応する表示ステータスが“共有表示”の場合、更新要求に含まれ
る画像データ５０を、他の情報処理端末１４から受信した画像データ５０と共に、共有表
示する。また、出力部１２Ｅは、表示管理情報における、更新要求の送信元の情報処理端
末１４に対応する表示ステータスが“非表示”の場合、更新要求に含まれる画像データを
表示しない。
【０１０２】
　出力部１２Ｅは、例えば、記憶制御部１２Ｈと、描画部１２Ｉと、表示制御部１２Ｊと
を含む。
【０１０３】
　記憶制御部１２Ｈは、更新要求に含まれる画像データを、送信元の情報処理端末１４の
識別情報に対応づけて、記憶部１２Ｄへ記憶する。例えば、記憶制御部１２Ｈは、情報処
理端末１４から新しい画像データを受信した場合、記憶部１２Ｄにおける、該情報処理端
末１４の識別情報に対応する画像データを、新しく受信した画像データに更新する。
【０１０４】
　なお、情報処理端末１４が、連続するフレームの差分に相当する差分データを、画像デ
ータとして表示処理装置１２へ送信する場合がある。この場合、表示処理装置１２は、記
憶部１２Ｄにおける、該情報処理端末１４の識別情報に対応する画像データを、受信した
差分データで更新すればよい。
【０１０５】
　描画部１２Ｉは、記憶制御部１２Ｈに記憶された１または複数の画像データを、現在の
表示状態（すなわち、全画面表示または共有表示）に対応する画面位置に描画し、画面１
７を生成する。このとき、描画部１２Ｉは、現在の表示状態に対応する配置情報を用いて
、各画像データ５０を描画することで、画面１７を生成すればよい。これにより、描画部
１２Ｉは、複数の情報処理端末１４のそれぞれから受信した複数の画像データ５０を、ス
クリーン１６の中の画面１７に集約する。
【０１０６】
　なお、現在の表示状態が全画面表示の場合、描画部１２Ｉは、全画面表示する情報処理
端末１４の識別情報に対応する画像データ５０を、単独でスクリーン１６の中の画面１７
に配置する。
【０１０７】
　表示制御部１２Ｊは、描画部１２Ｉにより生成された画面１７を、表示部に表示する。
本実施の形態では、表示制御部１２Ｊは、画像データ５０の配置された画面１７を、スク
リーン１６に投影する。
【０１０８】
　ここで、上述したように、切替処理部１２Ａは、切替要求に含まれる表示ステータスが
“全画面表示”である場合、表示管理情報における切替要求の送信元の情報処理端末１４
の識別情報に対応する表示ステータスを“全画面表示”に設定する。また、この場合、切
替処理部１２Ａは、表示管理情報における切替要求の送信元以外の情報処理端末１４の識
別情報に対応する表示ステータスを“非表示”に設定する。
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【０１０９】
　このため、表示制御部１２Ｊは、表示ステータス“全画面表示”を含む切替要求（全画
面切替要求）を受信した場合、１つの情報処理端末１４から受信した画像データ５０を、
全画面表示する。なお、表示制御部１２Ｊは、表示ステータス“全画面表示”を含む切替
要求の、送信元の情報処理端末１４から受信した画像データ５０を、全画面表示してもよ
い。また、表示制御部１２Ｊは、表示処理装置１２と通信の接続を確立している複数の情
報処理端末１４の内の１つから受信した画像データ５０を、全画面表示してもよい。
【０１１０】
　また、上述したように、要求処理部１２Ｂは、更新要求に含まれる表示ステータスが、
表示管理情報における、該更新要求の送信元の情報処理端末１４の識別情報に対応する表
示ステータスと不一致の場合、応答情報を情報処理端末１４へ送信する。このため、表示
制御部１２Ｊが全画面表示する場合、要求処理部１２Ｂは、全画面表示した画像データ５
０の送信元の情報処理端末１４以外の、通信の接続を確立中の他の情報処理端末１４に対
して、表示ステータス“非表示”（非表示情報）を含む応答情報を送信することとなる。
【０１１１】
　そして、情報処理端末１４の更新要求送信部１４Ｆは、表示処理装置１２から受信した
応答情報に、画像サイズおよび表示ステータス“非表示”（非表示情報）が含まれる場合
、画像データを含まず且つ所定情報を含むダミーデータを、表示処理装置１２へ送信する
。
【０１１２】
　また、上述したように、表示処理装置１２の切替処理部１２Ａは、切替要求に含まれる
表示ステータスが“共有表示”である場合、表示管理情報における、切替要求の送信元の
情報処理端末１４の識別情報に対応する表示ステータスを“共有表示”に設定する。また
、この場合、切替処理部１２Ａは、表示管理情報における、切替要求の送信元以外の情報
処理端末１４の識別情報に対応する表示ステータスを、“共有表示”に設定する。
【０１１３】
　このため、表示制御部１２Ｊは、表示ステータス“共有表示”を含む切替要求（共有切
替要求）を受信した場合、通信の接続を確立中の複数の情報処理端末１４のそれぞれから
受信した複数の画像データ５０を画面１７に集約して共有表示する。
【０１１４】
　なお、上述したように、情報処理端末１４から受信した更新要求が、ダミーデータを含
む場合がある。この場合、表示処理装置１２の記憶制御部１２Ｈは、ダミーデータに含ま
れる所定情報を、記憶部１２Ｄへ記憶する。
【０１１５】
　詳細には、記憶制御部１２Ｈは、受信した更新要求における、ダミーデータに含まれる
情報種別を解析する。種別情報が“情報なし”を示す場合、記憶制御部１２Ｈは、ダミー
データを削除する。また、記憶制御部１２Ｈは、受信した更新要求における、ダミーデー
タに含まれる種別情報が、“情報なし”以外を示す場合（例えば、“テキスト”など）、
該ダミーデータに含まれる所定情報を、記憶部１２Ｄへ記憶する。
【０１１６】
　具体的には、記憶制御部１２Ｈは、所定情報を、該所定情報を含む更新要求の受信時に
スクリーン１６（表示部）に投影（表示）されていた画像データ５０の、送信元の情報処
理端末１４の識別情報に対応づけて、記憶部１２Ｄに記憶する。言い換えると、記憶制御
部１２Ｈは、所定情報を、所定情報の受信時にスクリーン１６に投影されていた画像デー
タ５０の送信元の情報処理端末１４の識別情報に対応づけて、記憶部１２Ｄへ記憶する。
【０１１７】
　また、記憶制御部１２Ｈは、所定情報を、該情報処理端末１４の識別情報と、該所定情
報を含む更新要求の受信時にスクリーン１６（表示部）に表示されていた画像データ５０
と、該画像の場面（シーン）を識別する場面識別情報と、に対応づけて、記憶部１２Ｄに
記憶してもよい。
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【０１１８】
　画像データのシーンの識別は、公知の画像処理方法を用いて行えばよい。例えば、表示
処理装置１２が、連続するフレームの差分に相当する差分データを、情報処理端末１４か
ら受信する場合がある。この場合、表示処理装置１２の記憶制御部１２Ｈは、連続して受
信する複数のフレームの内、全面の画像データ（差分のみではなく、画像データ５０分の
画像データ）を前回受信してから、全面の画像データを今回受信するまでの期間を、１つ
のシーン（場面）として識別すればよい。全面の画像データの受信の判断は、例えば、受
信した差分データの画像サイズが、全画面表示時の画像サイズと一致したか否かを判別す
ることで、行えばよい。
【０１１９】
　また、記憶制御部１２Ｈは、記憶部１２Ｄに代えて、または、記憶部１２Ｄと共に、外
部の情報格納装置１３へ所定情報を記憶してもよい。
【０１２０】
　図８は、所定情報の記憶の一例の説明図である。図８には、所定情報が、テキストデー
タや静止画像データである場合を一例として示した。例えば、記憶制御部１２Ｈは、記憶
部１２Ｄまたは情報格納装置１３に、更新要求の送信元の情報処理端末１４のそれぞれに
対応するディレクトリを生成する。図８に示す例では、ディレクトリの名前に、該ディレ
クトリに対応する情報処理端末１４の識別情報を用いた。そして、記憶制御部１２Ｈは、
更新要求の送信元の情報処理端末１４のそれぞれに対応するディレクトリの内、表示中の
画像データ５０の送信元の情報処理端末１４のディレクトリに、所定情報（テキストデー
タ、静止画像データなど）を記憶する。
【０１２１】
　また、記憶制御部１２Ｈは、表示中の画像データ５０の場面（シーン）毎にディレクト
リを作成し、各ディレクトリに、所定情報を記憶してもよい。これにより、記憶制御部１
２Ｈは、所定情報を、該情報処理端末１４の識別情報と、該所定情報を含む更新要求の受
信時にスクリーン１６（表示部）に表示されていた画像データ５０の場面（シーン）を識
別する場面識別情報と、に対応づけて、記憶することができる。
【０１２２】
　また、記憶制御部１２Ｈは、各ディレクトリに、対応する画像データ５０を更に記憶し
てもよい。これによって、記憶制御部１２Ｈは、所定情報を、該情報処理端末１４の識別
情報と、該所定情報を含む更新要求の受信時にスクリーン１６（表示部）に表示されてい
た画像データ５０と、該画像データ５０の場面（シーン）を識別する場面識別情報と、に
対応づけて、記憶することができる。
【０１２３】
　図４に戻り説明を続ける。表示処理装置１２の印刷データ生成部１２Ｆは、記憶部１２
Ｄ（または情報格納装置１３）における、所定情報と、所定情報に対応する画像データと
、を含む印刷データを生成する。印刷データは、記録媒体に画像を形成する画像形成装置
が、画像形成のために用いるデータである。
【０１２４】
　例えば、印刷データ生成部１２Ｆは、記憶部１２Ｄにおける、情報処理端末１４の識別
情報および場面（シーン）に対応する所定情報（例えば、テキストデータ、静止画像デー
タ）を読取る。また、印刷データ生成部１２Ｆは、該シーンに対応する画像データを、記
憶部１２Ｄから読取る。このとき、印刷データ生成部１２Ｆは、該所定情報を含む更新要
求の受信時に表示制御部１２Ｊが表示していた画像データ（または、該画像データにおけ
る該シーンを構成する複数フレームの内の、最初のフレームの画像データ）を、記憶部１
２Ｄから読取ればよい。
【０１２５】
　そして、印刷データ生成部１２Ｆは、読取った所定情報および画像データを含む印刷デ
ータを生成する。図９は、印刷データ５２の一例を示す模式図である。例えば、表示処理
装置１２が、シーン１～シーンＮ（Ｎは２以上の整数）の各々に対応する画像データ５０
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の表示時に、コメント１～コメント３の所定情報を含む更新要求を、情報処理端末１４か
ら受信したと仮定する。
【０１２６】
　この場合、表示処理装置１２の印刷データ生成部１２Ｆは、各シーン（シーン１～シー
ンＮ）ごとに、対応する画像データと対応する所定情報を含む、印刷データ５２（印刷デ
ータ５２１～５２Ｎ）を生成すればよい。そして、印刷データ生成部１２Ｆは、生成した
印刷データ５２を、公知の画像形成装置などへ出力すればよい。
【０１２７】
　なお、印刷データ生成部１２Ｆは、ユーザによる操作指示によって、印刷データ生成指
示の入力を受付けたときに、印刷データ５２を生成する。また、印刷データ生成部１２Ｆ
は、情報処理端末１４から印刷データ生成指示を示す信号を受付けたときに、印刷データ
５２を生成してもよい。
【０１２８】
　次に、情報処理システム１０で実行する情報処理の流れを説明する。図１０は、情報処
理端末１４から予約要求を受信したときの、情報処理の流れの一例を示すシーケンス図で
ある。なお、ステップＳ３０１の処理の前の段階では、何れの情報処理端末１４も表示処
理装置１２に接続されていない状態であったと仮定する。
【０１２９】
　例えば、情報処理端末１４－１の予約要求送信部１４Ｂが、該情報処理端末１４－１の
識別情報を含む予約要求を、表示処理装置１２に送信する（ステップＳ３０１）。表示処
理装置１２の要求処理部１２Ｂは、予約要求を受信すると、空の表示管理情報に対して、
識別情報などを設定する（ステップＳ３０２）。
【０１３０】
　図１１は、表示管理情報の一例の説明図である。ステップＳ３０１の処理の前の段階で
は、表示管理情報には、何れの情報処理端末１４の識別情報も設定されていなかったと仮
定する。ステップＳ３０２の処理によって、要求処理部１２Ｂは、例えば、エントリ番号
“１”に対応づけて、情報処理端末１４－１の識別情報“００１”、表示ステータス“全
画面表示”、画像サイズ“１２８０×８００”、および、更新頻度“１５ｆｐｓ”、を設
定する（図１１（Ａ）参照）。
【０１３１】
　図１０に戻り、次に、表示処理装置１２の要求処理部１２Ｂは、ステップＳ３０２で設
定した表示ステータス“全画面表示”、画像サイズ“１２８０×８００”、および、更新
頻度“１５ｆｐｓ”を含む応答情報を、情報処理端末１４－１へ送信する（ステップＳ３
０３）。
【０１３２】
　次に、情報処理端末１４－１の更新要求送信部１４Ｆが、表示ステータス“全画面表示
”と、表示対象の画像データと、を含む更新要求を、表示処理装置１２へ送信する（ステ
ップＳ３０４）。表示処理装置１２の要求処理部１２Ｂは、この更新要求を受信すると、
判定部１２Ｃを呼び出す（ステップＳ３０５）。判定部１２Ｃは、呼び出しを受けると、
記憶部１２Ｄの表示管理情報にアクセスし（ステップＳ３０６、ステップＳ３０７）、更
新要求に含まれる表示ステータスと、表示管理情報における、情報処理端末１４－１の識
別情報に対応する表示ステータスと、が一致するか否かを判定する（ステップＳ３０８）
。ここでは、共に表示ステータスが“全画面表示”であるため、判定部１２Ｃは、一致す
ると判定する。そして、判定部１２Ｃは、表示可能を示す判定結果を要求処理部１２Ｂに
戻す（ステップＳ３０９）。
【０１３３】
　要求処理部１２Ｂは、判定部１２Ｃから表示可能を示す判定結果を受けると、ステップ
Ｓ３０４で受信した更新要求に含まれる画像データを、出力部１２Ｅに与える（ステップ
Ｓ３１０）。そして、出力部１２Ｅの表示制御部１２Ｊは、受け取った画像データ５０を
画面１７に単独で全画面表示する（ステップＳ３１１）。
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【０１３４】
　一方、情報処理端末１４－２が、該情報処理端末１４－２の識別情報を含む予約要求を
、表示処理装置１２に送信したとする（ステップＳ３１２）。表示処理装置１２の要求処
理部１２Ｂは、この予約要求を受信すると、表示管理情報における、設定済の情報処理端
末１４－１の識別情報と、該予約要求の送信元の情報処理端末１４－２の識別情報と、の
各々に対応する表示ステータスを、“共有表示”に設定する（ステップＳ３１３）。そし
て、要求処理部１２Ｂは、該表示ステータス“共有表示”に対応する画像サイズおよび更
新頻度を記憶部１２Ｄから読取り、該識別情報に対応づけて表示管理情報に設定する（ス
テップＳ３１３）。
【０１３５】
　ステップＳ３１３の処理によって、表示管理情報は、図１１（Ａ）に示すデータ構成か
ら、図１１（Ｂ）に示すデータ構成となる。
【０１３６】
　図１０に戻り、そして、表示処理装置１２の要求処理部１２Ｂは、予約要求の送信元の
情報処理端末１４－２へ、応答情報を送信する（ステップＳ３１４）。ステップＳ３１４
で情報処理端末１４－２へ送信される応答情報は、表示管理情報における、情報処理端末
１４－２の識別情報に対応する、表示ステータス“共有表示”と、画像サイズ“６４０×
４００”と、更新頻度“５ｆｐｓ”と、を含む。
【０１３７】
　次に、情報処理端末１４－２が、情報処理端末１４－２の識別情報と、画像データと、
表示ステータス“共有表示”と、を含む更新要求を、表示処理装置１２に送信する（ステ
ップＳ３１５）。表示処理装置１２の要求処理部１２Ｂは、更新要求を受信すると、判定
部１２Ｃを呼び出す（ステップＳ３１６）。
【０１３８】
　判定部１２Ｃは、呼び出しを受けると、記憶部１２Ｄの表示管理情報にアクセスし（ス
テップＳ３１７、ステップＳ３１８）、更新要求に含まれる表示ステータスと、表示管理
情報における、情報処理端末１４－２の識別情報に対応する表示ステータスと、が一致す
るか否かを判定する（ステップＳ３１９）。ここでは、判定部１２Ｃは、共に表示ステー
タスが“共有表示”であり一致するので、表示可能を示す判定結果を要求処理部１２Ｂに
戻す（ステップＳ３２０）。
【０１３９】
　表示処理装置１２の要求処理部１２Ｂは、判定部１２Ｃから表示可能を示す判定結果を
受けると、ステップＳ３１５で受信した更新要求に含まれる画像データを、出力部１２Ｅ
に与える（ステップＳ３２１）。そして、出力部１２Ｅの表示制御部１２Ｊは、受け取っ
た画像データと、情報処理端末１４－１から受信した画像データと、を画面１７に集約し
て共有表示する（ステップＳ３２２）。
【０１４０】
　ここで、情報処理端末１４－１の更新要求送信部１４Ｆが、画像データと、表示ステー
タス“全画面表示”と、を含む更新要求を、表示処理装置１２へ送信したとする（ステッ
プＳ３３１）。表示処理装置１２の要求処理部１２Ｂは、この更新要求を受信すると、判
定部１２Ｃを呼び出す（ステップＳ３３２）。表示処理装置１２の判定部１２Ｃは、呼び
出しを受けると、記憶部１２Ｄの表示管理情報にアクセスし（ステップＳ３３３、ステッ
プＳ３３４）、更新要求に含まれる表示ステータスと、表示管理情報における情報処理端
末１４－１の識別情報に対応する表示ステータスと、が一致するか否かを判定する（ステ
ップＳ３３５）。
【０１４１】
　ここでは、更新要求に含まれる表示ステータスは“全画面表示”であるが、表示管理情
報における情報処理端末１４－１の識別情報に対応する表示ステータスは“共有表示”で
ある。このため、表示ステータスが一致しない。このため、この場合、判定部１２Ｃは、
表示不可を示す判定結果を要求処理部１２Ｂに戻す（ステップＳ３３６）。
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【０１４２】
　表示処理装置１２の要求処理部１２Ｂは、判定部１２Ｃから表示不可を示す判定結果を
受けると、画像データを出力部１２Ｅに与えずに、応答情報を情報処理端末１４－１へ送
信する（ステップＳ３３７）。この応答情報は、表示管理情報における、該情報処理端末
１４－１の識別情報に対応する、表示ステータス“共有表示”と、画像サイズ“６４０×
４００”と、更新頻度“５ｆｐｓ”と、を含む。
【０１４３】
　また、情報処理端末１４－１の更新要求送信部１４Ｆが、表示ステータス“非表示”と
、ダミーデータと、該情報処理端末１４－１の識別情報と、を含む更新要求を、表示処理
装置１２へ送信したとする（ステップＳ３３８）。表示処理装置１２の要求処理部１２Ｂ
は、この更新要求を受信すると、判定部１２Ｃを呼び出す（ステップＳ３３９）。表示処
理装置１２の判定部１２Ｃは、呼び出しを受けると、記憶部１２Ｄの表示管理情報にアク
セスし（ステップＳ３４０、ステップＳ３４１）、更新要求に含まれる表示ステータスと
、表示管理情報における情報処理端末１４－１の識別情報に対応する表示ステータスと、
が一致するか否かを判定する（ステップＳ３４２）。
【０１４４】
　ここでは、更新要求に含まれる表示ステータスは“非表示”であるが、表示管理情報に
おける情報処理端末１４－１の識別情報に対応する表示ステータスは“共有表示”である
。このため、表示ステータスが一致しない。このため、この場合、判定部１２Ｃは、表示
不可を示す判定結果を要求処理部１２Ｂに戻す（ステップＳ３４３）。
【０１４５】
　表示処理装置１２の要求処理部１２Ｂは、判定部１２Ｃから表示不可を示す判定結果を
受けると、応答情報を情報処理端末１４－１へ送信する（ステップＳ３４４）。この応答
情報は、表示管理情報における、該情報処理端末１４－１の識別情報に対応する、表示ス
テータス“共有表示”と、画像サイズ“６４０×４００”と、更新頻度“５ｆｐｓ”と、
を含む。また、表示処理装置１２の要求処理部１２Ｂは、ステップＳ３３８で受信した更
新要求に含まれるダミーデータに、所定情報が含まれる場合、該所定情報を記憶部１２Ｄ
または情報格納装置１３へ記憶する。
【０１４６】
　一方、情報処理端末１４－１の更新要求送信部１４Ｆが、表示ステータス“共有表示”
と、画像データと、該情報処理端末１４－１の識別情報と、を含む更新要求を、表示処理
装置１２へ送信したとする（ステップＳ３４５）。表示処理装置１２の要求処理部１２Ｂ
は、この更新要求を受信すると、判定部１２Ｃを呼び出す（ステップＳ３４６）。表示処
理装置１２の判定部１２Ｃは、呼び出しを受けると、記憶部１２Ｄの表示管理情報にアク
セスし（ステップＳ３４７、ステップＳ３４８）、更新要求に含まれる表示ステータスと
、表示管理情報における情報処理端末１４－１の識別情報に対応する表示ステータスと、
が一致するか否かを判定する（ステップＳ３４９）。
【０１４７】
　ここでは、更新要求に含まれる表示ステータスは“共有表示”であり、表示管理情報に
おける情報処理端末１４－１の識別情報に対応する表示ステータス“共有表示”と一致す
る。このため、この場合、判定部１２Ｃは、表示可能を示す判定結果を要求処理部１２Ｂ
に戻す（ステップＳ３５０）。
【０１４８】
　表示処理装置１２の要求処理部１２Ｂは、判定部１２Ｃから表示可能を示す判定結果を
受けると、ステップＳ３４５で受信した更新要求に含まれる画像データを、出力部１２Ｅ
に与える（ステップＳ３５１）。そして、出力部１２Ｅの表示制御部１２Ｊは、受け取っ
た画像データを、情報処理端末１４－２から受信した画像データと共に共有表示する（ス
テップＳ３５２）。
【０１４９】
　次に、表示処理装置１２が切替要求を受信したときの、情報処理の流れを説明する。図
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１２は、表示処理装置１２が情報処理端末１４から切替要求を受信したときの、情報処理
の流れの一例を示すシーケンス図である。なお、ステップＳ３６１の処理の前の段階では
、表示処理装置１２は、共有表示を行っていたものと仮定する。
【０１５０】
　例えば、情報処理端末１４－１の切替要求送信部１４Ａが、表示ステータス“全画面表
示”を含む切替要求（全画面切替要求）を、表示処理装置１２へ送信したと仮定する（ス
テップＳ３６１）。表示処理装置１２の切替処理部１２Ａは、この切替要求を受信すると
、記憶部１２Ｄの表示管理情報における切替要求の送信元の情報処理端末１４－１の識別
情報に対応する表示ステータスを“全画面表示”に設定する（ステップＳ３６２）。また
、この場合、切替処理部１２Ａは、表示管理情報における切替要求の送信元以外の情報処
理端末１４の識別情報に対応する表示ステータスを“非表示”に設定する（ステップＳ３
６２）。また、切替処理部１２Ａは、各表示ステータスに対応する、画像サイズおよび更
新頻度を表示管理情報に設定する。このため、ステップＳ３６２の処理によって、表示管
理情報は、図１１（Ｃ）に示すデータが設定された状態となる。
【０１５１】
　図１２に戻り、そして、情報処理端末１４－１の更新要求送信部１４Ｆが、表示ステー
タス“共有表示”と、画像データと、該情報処理端末１４－１の識別情報と、を含む更新
要求を、表示処理装置１２へ送信したとする（ステップＳ３６３）。表示処理装置１２の
要求処理部１２Ｂは、この更新要求を受信すると、判定部１２Ｃを呼び出す（ステップＳ
３６４）。表示処理装置１２の判定部１２Ｃは、呼び出しを受けると、記憶部１２Ｄの表
示管理情報にアクセスし（ステップＳ３６５、ステップＳ３６６）、更新要求に含まれる
表示ステータスと、表示管理情報における情報処理端末１４－１の識別情報に対応する表
示ステータスと、が一致するか否かを判定する（ステップＳ３６７）。
【０１５２】
　ここでは、更新要求に含まれる表示ステータスは“共有表示”であるが、表示管理情報
における情報処理端末１４－１の識別情報に対応する表示ステータスは“全画面表示”で
ある。このため、表示ステータスが一致しない。このため、この場合、判定部１２Ｃは、
表示不可を示す判定結果を要求処理部１２Ｂに戻す（ステップＳ３６８）。
【０１５３】
　表示処理装置１２の要求処理部１２Ｂは、判定部１２Ｃから表示不可を示す判定結果を
受けると、画像データを出力部１２Ｅへ渡さずに、応答情報を情報処理端末１４－１へ送
信する（ステップＳ３６９）。この応答情報は、表示管理情報における、該情報処理端末
１４－１の識別情報に対応する、表示ステータス“全画面表示”と、画像サイズ“１２８
０×８００”と、更新頻度“３０ｆｐｓ”と、を含む。
【０１５４】
　一方、情報処理端末１４－１の更新要求送信部１４Ｆが、表示ステータス“全画面表示
”と、画像データと、該情報処理端末１４－１の識別情報と、を含む更新要求を、表示処
理装置１２へ送信したとする（ステップＳ３７０）。表示処理装置１２の要求処理部１２
Ｂは、この更新要求を受信すると、判定部１２Ｃを呼び出す（ステップＳ３７１）。表示
処理装置１２の判定部１２Ｃは、呼び出しを受けると、記憶部１２Ｄの表示管理情報にア
クセスし（ステップＳ３７２、ステップＳ３７３）、更新要求に含まれる表示ステータス
と、表示管理情報における情報処理端末１４－１の識別情報に対応する表示ステータスと
、が一致するか否かを判定する（ステップＳ３７４）。
【０１５５】
　ここでは、更新要求に含まれる表示ステータスは“全画面表示”であり、表示管理情報
における情報処理端末１４－１の識別情報に対応する表示ステータス“全画面表示”と一
致する。このため、この場合、判定部１２Ｃは、表示可能を示す判定結果を要求処理部１
２Ｂに戻す（ステップＳ３７５）。
【０１５６】
　表示処理装置１２の要求処理部１２Ｂは、判定部１２Ｃから表示可能を示す判定結果を
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受けると、ステップＳ３７０で受信した更新要求に含まれる画像データを、出力部１２Ｅ
に与える（ステップＳ３７６）。そして、出力部１２Ｅの表示制御部１２Ｊは、受け取っ
た画像データ５０を、全画面表示する（ステップＳ３７７）。
【０１５７】
　ここで、情報処理端末１４－２の更新要求送信部１４Ｆが、表示ステータス“共有表示
”と、画像データと、該情報処理端末１４－２の識別情報と、を含む更新要求を、表示処
理装置１２へ送信したとする（ステップＳ３８１）。表示処理装置１２の要求処理部１２
Ｂは、この更新要求を受信すると、判定部１２Ｃを呼び出す（ステップＳ３８２）。表示
処理装置１２の判定部１２Ｃは、呼び出しを受けると、記憶部１２Ｄの表示管理情報にア
クセスし（ステップＳ３８３、ステップＳ３８４）、更新要求に含まれる表示ステータス
と、表示管理情報における情報処理端末１４－２の識別情報に対応する表示ステータスと
、が一致するか否かを判定する（ステップＳ３８５）。
【０１５８】
　ここでは、更新要求に含まれる表示ステータスは“共有表示”であるが、表示管理情報
における情報処理端末１４－２の識別情報に対応する表示ステータスは“非表示”である
。このため、表示ステータスが一致しない。このため、この場合、判定部１２Ｃは、表示
不可を示す判定結果を要求処理部１２Ｂに戻す（ステップＳ３８６）。
【０１５９】
　表示処理装置１２の要求処理部１２Ｂは、判定部１２Ｃから表示不可を示す判定結果を
受けると、応答情報を情報処理端末１４－２へ送信する（ステップＳ３８７）。この応答
情報は、表示管理情報における、該情報処理端末１４－２の識別情報に対応する、表示ス
テータス“非表示”と、画像サイズ“０×０”と、更新頻度“５ｆｐｓ”と、を含む。
【０１６０】
　すなわち、表示処理装置１２の要求処理部１２Ｂは、表示処理装置１２の表示制御部１
２Ｊが全画面表示する場合、全画面表示した画像データ５０の送信元の情報処理端末１４
－１以外の、通信の接続を確立中の他の情報処理端末１４（ここでは、情報処理端末１４
－２）に対して、表示ステータス“非表示”を含む応答情報を送信する。
【０１６１】
　そして、情報処理端末１４－２の応答情報受信部１４Ｃは、該応答情報を受信する。す
ると、情報処理端末１４－２の更新要求送信部１４Ｆは、表示ステータス“非表示”と、
ダミーデータと、該情報処理端末１４－２の識別情報と、を含む更新要求を、表示処理装
置１２へ送信する（ステップＳ３８８）。表示処理装置１２の要求処理部１２Ｂは、この
更新要求を受信すると、判定部１２Ｃを呼び出す（ステップＳ３８９）。表示処理装置１
２の判定部１２Ｃは、呼び出しを受けると、記憶部１２Ｄの表示管理情報にアクセスし（
ステップＳ３９０、ステップＳ３９１）、更新要求に含まれる表示ステータスと、表示管
理情報における情報処理端末１４－２の識別情報に対応する表示ステータスと、が一致す
るか否かを判定する（ステップＳ３９２）。
【０１６２】
　ここでは、更新要求に含まれる表示ステータスは“非表示”であり、表示管理情報にお
ける情報処理端末１４－２の識別情報に対応する表示ステータス“非表示”と一致する。
このため、この場合、判定部１２Ｃは、表示可能を示す判定結果を要求処理部１２Ｂに戻
す（ステップＳ３９３）。
【０１６３】
　表示処理装置１２の要求処理部１２Ｂは、判定部１２Ｃから表示可能を示す判定結果を
受けると、ステップＳ３８８で受信した更新要求に含まれるダミーデータを、出力部１２
Ｅへ与える（ステップＳ３９４）。出力部１２Ｅの記憶制御部１２Ｈは、受付けたダミー
データに含まれる所定情報を、表示制御部１２Ｊが表示中の画像データ５０の送信元の情
報処理端末１４－１の識別情報と、該画像データの場面（シーン）と、に対応づけて、記
憶部１２Ｄへ記憶する（ステップＳ３９５）。なお、ステップＳ３８８で受信した更新要
求には、画像データが含まれないため、表示制御部１２Ｊは、画像データ５０の更新は行
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わない。そして、本シーケンスを終了する。
【０１６４】
　次に、情報処理端末１４から予約要求を受信したときに、表示処理装置１２が実行する
情報処理の手順を説明する。図１３は、情報処理端末１４から予約要求を受信したときに
、表示処理装置１２が実行する情報処理の手順の一例を示す、フローチャートである。
【０１６５】
　予約要求を受信した場合、まず、表示処理装置１２の要求処理部１２Ｂは、記憶部１２
Ｄから表示管理情報を取得する（ステップＳ２６１）。続いて、要求処理部１２Ｂは、エ
ントリ番号に１を代入する（ステップＳ２６２）。続いて、要求処理部１２Ｂは、エント
リ番号が最大数を超えているか否かを判断する（ステップＳ２６３）。最大数は、表示処
理装置１２に同時に通信の接続が確立可能な情報処理端末１４の数である。言い換えると
、最大数は、１画面に集約する画像データ５０の最大数である。例えば、最大数は、４で
ある。エントリ番号が最大数を超えている場合（ステップＳ２６３：Ｙｅｓ）、要求処理
部１２Ｂは、登録できない旨を示す応答情報を、予約要求の送信元の情報処理端末１４に
送信し（ステップＳ２６４）、本ルーチンを終了する。
【０１６６】
　エントリ番号が最大数を超えていない場合（ステップＳ２６３：Ｎｏ）、要求処理部１
２Ｂは、何れかの情報処理端末１４の識別情報がそのエントリ番号のエントリに登録済み
であるか否かを判断する（ステップＳ２６５）。すなわち、要求処理部１２Ｂは、そのエ
ントリ番号のエントリが空いているか否かを判断する。そのエントリ番号のエントリに何
れかの情報処理端末１４の識別情報が登録済みである場合（ステップＳ２６５：Ｙｅｓ）
、要求処理部１２Ｂは、エントリ番号に１を加算して（ステップＳ２６６）、ステップＳ
２６３に戻る。
【０１６７】
　ステップＳ２６５の判断により、そのエントリ番号のエントリに、何れの情報処理端末
１４の識別情報も登録されていないと判断した場合、すなわち、そのエントリ番号のエン
トリが空いている場合（ステップＳ２６５：Ｎｏ）、ステップＳ２６７へ進む。ステップ
Ｓ２６７では、要求処理部１２Ｂは、そのエントリ番号のエントリを、対象エントリとし
て特定する（ステップＳ２６７）。続いて、要求処理部１２Ｂは、特定した対象エントリ
に対して、図１４に示す登録処理を実行する（ステップＳ２６８）。そして、本ルーチン
を終了する。
【０１６８】
　図１４は、登録処理（図１３のステップＳ２６８）の手順の一例を示すフローチャート
である。要求処理部１２Ｂは、図１３のステップＳ２６８において、図１４に示す処理を
実行する。
【０１６９】
　まず、要求処理部１２Ｂは、表示管理情報における対象エントリの識別情報に、予約要
求の送信元の情報処理端末１４の識別情報を設定する（ステップＳ２７１）。続いて、要
求処理部１２Ｂは、表示管理情報における対象エントリ以外のエントリに、予約要求の送
信元以外の情報処理端末１４の識別情報が登録されているか否かを判断する（ステップＳ
２７２）。対象エントリ以外のエントリに、予約要求の送信元以外の情報処理端末１４の
識別情報が登録されていない場合（ステップＳ２７２：Ｎｏ）、要求処理部１２Ｂは、処
理をステップＳ２７３に進める。
【０１７０】
　要求処理部１２Ｂは、表示管理情報における、対象エントリの表示ステータスに、“全
画面表示”を設定する（ステップＳ２７３）。さらに、ステップＳ２７３において、要求
処理部１２Ｂは、対象エントリの画像サイズおよび更新頻度を、表示ステータス“全画面
表示”に応じた値に設定する。そして、要求処理部１２Ｂは、本ルーチンを終了する。
【０１７１】
　一方、対象エントリ以外のエントリに、予約要求の送信元以外の情報処理端末１４の識
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別情報が登録されている場合（ステップＳ２７２：Ｙｅｓ）、要求処理部１２Ｂは、処理
をステップＳ２７４に進める。
【０１７２】
　ステップＳ２７４では、要求処理部１２Ｂは、表示管理情報に、予約要求の送信元以外
の情報処理端末１４の識別情報が２つ以上登録されているか否かを判断する（ステップＳ
２７４）。２つ以上登録されていない場合、すなわち、表示管理情報に、予約要求の送信
元以外の情報処理端末１４の識別情報が１つのみ登録されている場合（ステップＳ２７４
：Ｎｏ）、ステップＳ２７５へ進む。
【０１７３】
　ステップＳ２７５では、要求処理部１２Ｂは、対象エントリの表示ステータスと、対象
エントリ以外の表示ステータスと、に“共有表示”を設定する（ステップＳ２７５）。そ
して、本ルーチンを終了する。
【０１７４】
　一方、ステップＳ２７４の判断により、２つ以上登録されていると判断した場合（ステ
ップＳ２７４：Ｙｅｓ）、ステップＳ２７６へ進む。
【０１７５】
　ステップＳ２７６では、要求処理部１２Ｂは、表示管理情報における、対象エントリ以
外の表示ステータスに、“全画面表示”が設定されているか否かを判断する（ステップＳ
２７６）。全画面表示の設定がなされている場合（ステップＳ２７６：Ｙｅｓ）、ステッ
プＳ２７７へ進む。
【０１７６】
　ステップＳ２７７では、要求処理部１２Ｂは、対象エントリの表示ステータスに“非表
示”を設定する（ステップＳ２７７）。そして、本ルーチンを終了する。
【０１７７】
　一方、ステップＳ２７６の判断において、全画面表示の設定がなされていないと判断し
た場合（ステップＳ２７６：Ｎｏ）、ステップＳ２７８へ進む。ステップＳ２７８では、
要求処理部１２Ｂは、表示管理情報における、対象エントリの表示ステータスに“共有表
示”を設定する（ステップＳ２７８）。そして、本ルーチンを終了する。
【０１７８】
　次に、表示処理装置１２が切替要求を受信した場合に実行する、情報処理の手順の一例
を説明する。図１５は、表示処理装置１２が切替要求を受信した場合に実行する、情報処
理の手順の一例を示す、フローチャートである。
【０１７９】
　まず、表示処理装置１２の切替処理部１２Ａは、切替要求の送信元の情報処理端末１４
を示す識別情報を含むエントリを、対象エントリに特定する（ステップＳ２８１）。続い
て、切替処理部１２Ａは、対象エントリの表示ステータスに、受信した切替要求に含まれ
ていた表示ステータスを設定する（ステップＳ２８２）。さらに、ステップＳ２８２にお
いて、切替処理部１２Ａは、対象エントリの画像サイズおよび更新頻度を、切替要求に含
まれていた表示ステータスに対応する値に設定する。
【０１８０】
　続いて、切替処理部１２Ａは、対象エントリ以外のエントリに、切替要求の送信元以外
の情報処理端末１４の識別情報が登録されているか否かを判断する（ステップＳ２８３）
。対象エントリ以外のエントリに、切替要求の送信元以外の情報処理端末１４の識別情報
が登録されていない場合（ステップＳ２８３：Ｎｏ）、切替処理部１２Ａは、本ルーチン
を終了する。
【０１８１】
　一方、対象エントリ以外のエントリに、切替要求の送信元以外の情報処理端末１４の識
別情報が登録されている場合（ステップＳ２８３：Ｙｅｓ）、ステップＳ２８４へ進む。
【０１８２】
　ステップＳ２８４では、切替処理部１２Ａは、切替要求に含まれていた表示ステータス



(24) JP 6825480 B2 2021.2.3

10

20

30

40

50

が、“全画面表示”、“共有表示”、および“非表示”の何れであるかを判断する（ステ
ップＳ２８４）。切替要求に含まれていた表示ステータスが“全画面表示”である場合（
ステップＳ２８４：全画面表示）、ステップＳ２８５へ進む。
【０１８３】
　ステップＳ２８５では、切替処理部１２Ａは、表示管理情報における、対象エントリ以
外のエントリの表示ステータスに、“非表示”を設定する（ステップＳ２８５）。さらに
、ステップＳ２８５において、切替処理部１２Ａは、表示管理情報における、対象エント
リ以外のエントリの画像サイズおよび更新頻度を、表示ステータス“非表示”に応じた値
に設定する。そして、切替処理部１２Ａは、本ルーチンを終了する。
【０１８４】
　一方、ステップＳ２８４の判断において、表示ステータスが“非表示”であると判断し
た場合（ステップＳ２８４：非表示）、本ルーチンを終了する。
【０１８５】
　また、ステップＳ２８４の判断において、表示ステータスが“共有表示”であると判断
した場合（ステップＳ２８４：共有表示）、ステップＳ２８６へ進む。ステップＳ２８６
では、切替処理部１２Ａは、対象エントリ以外のエントリの表示ステータスに、“共有表
示”を設定する（ステップＳ２８６）。さらに、ステップＳ２８６において、切替処理部
１２Ａは、対象エントリ以外のエントリの画像サイズおよび更新頻度を、表示ステータス
“共有表示”に応じた値に設定する。そして、本ルーチンを終了する。
【０１８６】
　次に、情報処理端末１４から更新要求を受信したときに、表示処理装置１２が実行する
情報処理の手順の一例を説明する。図１６は、更新要求を受信したときに、表示処理装置
１２が実行する情報処理の手順の一例を示す、フローチャートである。
【０１８７】
　まず、情報処理端末１４の要求処理部１２Ｂが、情報処理端末１４から更新要求を受信
する（ステップＳ４００）。次に、判定部１２Ｃが、ステップＳ４００で受信した更新要
求に含まれる表示ステータスが、表示管理情報における、該更新要求に含まれる識別情報
に対応する表示ステータスと一致するか否かを判定する（ステップＳ４０１）。
【０１８８】
　一致すると判定した場合（ステップＳ４０１：Ｙｅｓ）、ステップＳ４０２へ進む。ス
テップＳ４０２では、要求処理部１２Ｂが、ステップＳ４００で受信した更新要求に含ま
れる表示ステータスが“非表示”であるか否かを判断する（ステップＳ４０２）。
【０１８９】
　ステップＳ４０２で、表示ステータスが“全画面表示”または“共有表示”であると判
断した場合（ステップＳ４０２：Ｎｏ）、ステップＳ４０３へ進む。ステップＳ４０３で
は、描画部１２Ｉが、表示する画面１７を生成する（ステップＳ４０３）。そして、表示
制御部１２Ｊは、描画部１２Ｉが生成した画面１７を、スクリーン１６に投影（表示）す
る（ステップＳ４０４）。
【０１９０】
　詳細には、ステップＳ４０２で表示ステータスが“全画面表示”であると判断された場
合、ステップＳ４０３の処理において、描画部１２Ｉは、ステップＳ４００で受信した更
新要求に含まれる画像データ５０を画面１７に配置する。そして、表示制御部１２Ｊは、
該画面１７をスクリーン１６に投影する。これによって、表示制御部１２Ｊは、該画像デ
ータ５０を全画面表示する。
【０１９１】
　また、ステップＳ４０２で表示ステータスが“共有表示”であると判断された場合、ス
テップＳ４０３の処理において、描画部１２Ｉは、ステップＳ４００で受信した更新要求
に含まれる画像データ５０と、表示管理情報に含まれる他の情報処理端末１４の識別情報
に対応する画像データ５０と、を画面１７に集約して配置する。そして、表示制御部１２
Ｊは、該画面１７を、スクリーン１６に投影する。これによって、表示制御部１２Ｊは、
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複数の画像データ５０を共有表示する。そして、本ルーチンを終了する。
【０１９２】
　一方、ステップＳ４０２で、表示ステータスが“非表示”であると判断した場合（ステ
ップＳ４０２：Ｙｅｓ）、ステップＳ４０５へ進む。
【０１９３】
　ステップＳ４０５では、記憶制御部１２Ｈが、ステップＳ４００で受信した更新要求に
含まれるダミーデータから、所定情報を読取る（ステップＳ４０５）。そして、記憶制御
部１２Ｈは、ステップＳ４０５で読取った所定情報を、記憶部１２Ｄへ記憶する（ステッ
プＳ４０６）。このとき、上述したように、記憶制御部１２Ｈは、所定情報を、該所定情
報を含む更新要求の受信時にスクリーン１６（表示部）に投影（表示）されていた画像デ
ータ５０と、該更新要求の送信元の情報処理端末１４の識別情報と、該画像データ５０の
場面（シーン）を識別する場面識別情報と、に対応づけて、記憶部１２Ｄに記憶する。
【０１９４】
　次に、印刷データ生成部１２Ｆは、印刷データを生成する（ステップＳ４０７）。印刷
データ生成部１２Ｆは、記憶部１２Ｄ（または情報格納装置１３）に記憶されている、所
定情報と、所定情報に対応する画像データと、を含む印刷データ５２を生成する。そして
、印刷データ生成部１２Ｆは、生成した印刷データ５２を、画像形成装置へ出力する（ス
テップＳ４０８）。そして、本ルーチンを終了する。
【０１９５】
　なお、ステップＳ４０７およびステップＳ４０８の処理を実行するタイミングは、図１
６に示すタイミングに限定されない。
【０１９６】
　一方、上記ステップＳ４０１の判断で、表示ステータスが不一致であると判断した場合
（ステップＳ４０１：Ｎｏ）、ステップＳ４１０へ進む。ステップＳ４１０では、要求処
理部１２Ｂは、表示管理情報における、ステップＳ４００で受信した更新要求に含まれる
識別情報に対応する、表示ステータスと、画像サイズと、更新頻度と、を含む応答情報を
生成する（ステップＳ４１０）。そして、要求処理部１２Ｂは、ステップＳ４１０で生成
した応答情報を、ステップＳ４００の更新要求の送信元の情報処理端末１４へ送信する（
ステップＳ４１１）。そして、本ルーチンを終了する。
【０１９７】
　以上説明したように、本発明の実施の形態の情報処理システム１０は、複数の情報処理
端末１４と、情報処理端末１４と通信する表示処理装置１２と、を備える。表示処理装置
１２は、切替処理部１２Ａ（第１の受信部）と、表示制御部１２Ｊと、要求処理部１２Ｂ
（第１の送信部、第２の受信部）と、を備える。
【０１９８】
　切替処理部１２Ａは、複数の画像データ５０をスクリーン１６の中の１画面１７に集約
して表示する共有表示から１つの画像データ５０をスクリーン１６の中の１画面１７に単
独で表示する全画面表示への全画面切替要求（切替要求）を受信する。表示制御部１２Ｊ
は、全画面切替要求を受信した場合、１つの情報処理端末１４から受信した画像データ５
０のスクリーン１６（表示部）への全画面表示を行なう。要求処理部１２Ｂ（第１の送信
部）は、表示制御部１２Ｊが全画面表示を行なう場合、全画面表示された画像データ５０
の送信元の情報処理端末１４以外の、通信の接続を確立中の他の情報処理端末１４に対し
て、画像データ５０を非表示とすることを示す非表示情報（表示ステータス“非表示”）
を含む応答情報を送信する。要求処理部１２Ｂ（第２の受信部）は、非表示情報を含む応
答情報の送信先の情報処理端末１４から、表示対象の画像データを含まず且つ該画像デー
タのデータ量未満の所定情報を含む更新要求を受信する。
【０１９９】
　情報処理端末１４は、応答情報受信部１４Ｃ（第３の受信部）と、更新要求送信部１４
Ｆ（第２の送信部）と、を備える。応答情報受信部１４Ｃは、表示処理装置１２からの応
答情報を受信する。更新要求送信部１４Ｆは、応答情報に非表示情報（表示ステータス“
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非表示”）が含まれる場合、表示対象の画像データを含まず且つ所定情報を含む更新要求
を、表示処理装置１２へ送信する。
【０２００】
　このように、本発明の実施の形態の情報処理システム１０では、共有表示から全画面表
示への切替え時に、全画面表示する画像データ５０の送信元の情報処理端末１４以外の、
通信の接続を確立中の他の情報処理端末１４との通信の接続を維持したままとし、これら
の他の情報処理端末１４に対して応答情報を送信する。
【０２０１】
　ここで、従来では、複数の画像データを画面に集約して表示する状態から、１つの画像
データを単独で画面に表示する状態へと切り替える場合、画面に表示しない画像データを
送信する情報処理端末１４と表示処理装置１２との間の通信を切断していた。このため、
再度、複数の画像データを画面に集約して表示する状態へと戻す場合、複数の情報処理端
末１４のそれぞれと再度通信の接続を確立する必要があった。
【０２０２】
　一方、本実施の形態の情報処理システム１０では、共有表示から全画面表示への切替え
時に、全画面表示する画像データ５０の送信元の情報処理端末１４以外の、通信の接続を
確立中の他の情報処理端末１４との接続を維持したままとし、これらの他の情報処理端末
１４に対して応答情報を送信する。
【０２０３】
　このため、本発明の実施の形態の情報処理システム１０では、表示状態の切り替え時に
おける通信手続きを削減することができる。
【０２０４】
　従って、本発明の実施の形態の情報処理システム１０では、情報処理端末１４と表示処
理装置１２との間の通信の接続に関する手続きの処理の負荷を低減することができる。
【０２０５】
　また、本発明の実施の形態の情報処理システム１０では、情報処理端末１４は、応答情
報に非表示情報（表示ステータス“非表示”）が含まれる場合、表示対象の画像データを
含まず且つ所定情報を含む更新要求を、表示処理装置１２へ送信する。
【０２０６】
　このように、情報処理端末１４は、表示ステータス“非表示”の場合には、画像データ
を含まない更新要求を送信する。このため、本実施の形態の情報処理システム１０は、上
記効果に加えて、表示処理装置１２と情報処理端末１４との間の通信負荷の削減や、情報
処理システム１０の処理負荷の軽減を図ることができる。
【０２０７】
　また、情報処理端末１４は、所定情報を含む更新情報を、表示処理装置１２へ送信する
。このため、表示処理装置１２では、共有表示から全画面表示へ切り替えることで、非表
示となった画像データ５０または表示中の画像データ５０に関するデータ（所定情報）を
、情報処理端末１４から受信することができる。よって、本発明の実施の形態の情報処理
システム１０では、上記効果に加えて、所定情報を、表示処理装置１２と情報処理端末１
４との接続維持以外の目的で用いることができる。
【０２０８】
　なお、情報処理端末１４は、表示処理装置１２から受信した応答情報に、表示ステータ
ス“非表示”以外の表示ステータス（例えば、“全画面表示”、“共有表示”）が含まれ
る場合、表示対象の画像データに加えて、所定情報を含む、更新要求を、表示処理装置１
２へ送信してもよい。
【０２０９】
　また、表示処理装置１２は、所定情報を記憶部（記憶部１２Ｄ、または、情報格納装置
１３）へ記憶する、記憶制御部１２Ｈを備える。
【０２１０】
　また、表示処理装置１２の記憶制御部１２Ｈは、所定情報を、所定情報を含む更新要求
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の受信時にスクリーン１６（表示部）に表示されていた画像データ５０の送信元の情報処
理端末１４の端末識別情報に対応づけて、記憶部（記憶部１２Ｄ、または、情報格納装置
１３）に記憶する。
【０２１１】
　このため、本発明の実施の形態の情報処理システム１０では、上記効果に加えて、表示
処理装置１２が全画面表示している画像データ５０の送信元の情報処理端末１４の端末識
別情報ごとに、他の情報処理端末１４から受信した議事録やコメントなどの所定情報を、
管理することができる。
【０２１２】
　また、表示処理装置１２の記憶制御部１２Ｈは、所定情報を、端末識別情報と、所定情
報を含む更新要求の受信時にスクリーン１６（表示部）に表示されていた画像データ５０
と、該画像データ５０の場面を識別する場面識別情報と、に対応づけて、記憶部（記憶部
１２Ｄ、または、情報格納装置１３）に記憶する。
【０２１３】
　このため、本実施の形態の情報処理システム１０では、表示処理装置１２が全画面表示
している画像データ５０の送信元の情報処理端末１４の端末識別情報および場面（シーン
）ごとに、他の情報処理端末１４から受信した議事録やコメントなどの所定情報を、管理
することができる。よって、本実施の形態の情報処理システム１０では、上記効果に加え
て、所定情報が、どのシーンに対応するものか、容易に管理することができる。
【０２１４】
　表示処理装置１２は、記憶部（記憶部１２Ｄ、または、情報格納装置１３）における、
所定情報と、所定情報に対応する画像データと、を含む印刷データ５２を生成する印刷デ
ータ生成部１２Ｆを備える。
【０２１５】
　このため、本実施の形態の情報処理システム１０では、該印刷データ５２を記録媒体な
どに形成することで、上記効果に加えて、表示処理装置１２が全画面表示している画像デ
ータ５０と、該画像データ５０の表示中に受信した所定情報と、を対応づけて容易に提示
することができる。例えば、本実施の形態の情報処理システム１０は、表示された画像デ
ータ５０に対して、どのような所定情報を情報処理端末１４から受信したか、容易に確認
可能に提供することができる。
【０２１６】
　表示処理装置１２の切替処理部１２Ａ（第１の受信部）は、全画面切替要求（表示ステ
ータス“全画面表示”を含む切替要求）、または、全画面表示から共有表示への共有切替
要求（表示ステータス“共有表示”を含む切替要求）、を受信する。表示処理装置１２の
表示制御部１２Ｊは、共有切替要求を受信した場合、通信の接続を確立中の複数の情報処
理装置１２のそれぞれから受信した複数の画像データ５０を、表示部（スクリーン１６）
へ共有表示する。
【０２１７】
　表示処理装置１２の要求処理部１２Ｂ（第１の送信部）は、表示制御部１２Ｊが共有表
示する場合、画像データ５０を共有表示することを示す共有表示情報（表示ステータス“
共有表示”）と、共有表示する時の画像データ５０の画像サイズと、を含む応答情報を、
共有表示する複数の画像データ５０のそれぞれの送信元の情報処理端末１４へ送信する。
情報処理端末１４の更新要求送信部１４Ｆは、応答情報に画像サイズおよび共有表示情報
が含まれる場合、該画像サイズに応じた解像度の画像データと、共有表示情報と、を含む
更新要求を、表示処理装置１２へ送信する。
【０２１８】
　このため、本発明の実施の形態の情報処理システム１０では、情報処理端末１４は、該
情報処理端末１４から送信した画像データの表示状態に応じた解像度の新たな画像データ
を、表示処理装置１２へ送信することができる。このため、本実施の形態の情報処理シス
テム１０は、上記効果に加えて、表示処理装置１２と情報処理端末１４との間の通信負荷
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の削減や、情報処理システム１０の処理負荷の軽減を図ることができる。
【０２１９】
　表示処理装置１２の要求処理部１２Ｂ（第１の送信部）は、表示制御部１２Ｊが共有表
示する場合、画像データ５０を共有表示することを示す共有表示情報（表示ステータス“
共有表示”）と、共有表示する時の画像データ５０の画像サイズと、画像データ５０の更
新頻度と、を含む応答情報を、共有表示する複数の画像データ５０のそれぞれの送信元の
情報処理端末１４へ送信する。情報処理端末１４の更新要求送信部１４Ｆは、応答情報に
含まれる更新頻度に応じた送信頻度で、更新要求を表示処理装置１２へ送信する。
【０２２０】
　このため、本実施の形態の情報処理システム１０では、情報処理端末１４は、該情報処
理端末１４から送信した画像データの表示状態に応じた更新頻度で、表示処理装置１２へ
更新情報を送信することができる。このため、本実施の形態の情報処理システム１０は、
上記効果に加えて、表示処理装置１２と情報処理端末１４との間の通信負荷の削減や、情
報処理システム１０の処理負荷の軽減を図ることができる。
【０２２１】
　本実施の形態の表示処理方法は、複数の画像データ５０を１画面１７に集約して表示す
る共有表示から１つの画像データ５０を１画面１７に単独で表示する全画面表示への全画
面切替要求を受信するステップと、全画面切替要求を受信した場合、通信の接続を確立中
の複数の情報処理端末１４の内の、１つの情報処理端末１４から受信した画像データ５０
を表示部（スクリーン１６）へ全画面表示するステップと、全画面表示する場合、全画面
表示した画像データ５０の送信元の情報処理端末１４以外の、通信の接続を確立中の他の
情報処理端末１４に対して、画像データ５０を非表示とすることを示す非表示情報を含む
応答情報を送信するステップと、非表示情報を含む応答情報の送信先の情報処理端末１４
から、表示対象の画像データを含まず且つ該画像データのデータ量未満の所定情報を含む
更新要求を受信するステップと、を含む。
【０２２２】
　本実施の形態の表示プログラムは、複数の画像データ５０を１画面１７に集約して表示
する共有表示から１つの画像データ５０を１画面１７に単独で表示する全画面表示への全
画面切替要求を受信するステップと、全画面切替要求を受信した場合、通信の接続を確立
中の複数の情報処理端末１４の内の、１つの情報処理端末１４から受信した画像データ５
０を表示部（スクリーン１６）へ全画面表示するステップと、全画面表示する場合、全画
面表示した画像データ５０の送信元の情報処理端末１４以外の、通信の接続を確立中の他
の情報処理端末１４に対して、画像データ５０を非表示とすることを示す非表示情報を含
む応答情報を送信するステップと、非表示情報を含む応答情報の送信先の情報処理端末１
４から、表示対象の画像データを含まず且つ該画像データのデータ量未満の所定情報を含
む更新要求を受信するステップと、をコンピュータに実行させるための、表示プログラム
である。
【０２２３】
（変形例１）
　なお、上記実施の形態では、表示処理装置１２がスクリーン１６に画像データ５０を投
影する場合を一例として示した。しかし、表示処理装置１２は、ディスプレイなどの表示
部を備えた構成であってもよい。
【０２２４】
　図１７は、本変形例の情報処理端末１４および表示処理装置１５の機能構成の一例を示
すブロック図である。
【０２２５】
　情報処理端末１４は、上記実施の形態と同様である。表示処理装置１５は、上記実施の
形態の表示処理装置１２と同様に、切替処理部１２Ａと、要求処理部１２Ｂと、判定部１
２Ｃと、記憶部１２Ｄと、出力部１２Ｅと、印刷データ生成部１２Ｆと、を備える。情報
処理端末１４は、切替要求送信部１４Ａと、予約要求送信部１４Ｂと、応答情報受信部１
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４Ｃと、応答情報記憶部１４Ｄと、画像データ生成部１４Ｅと、更新要求送信部１４Ｆと
、を備える。なお、表示処理装置１５は、更に、表示部１５Ｋを備える。
【０２２６】
　表示部１５Ｋは、各種画像を表示するディスプレイである。本変形例では、表示制御部
１２Ｊは、スクリーン１６に代えて、表示部１５Ｋに、画像データ５０（画面１７）を表
示する。この点以外は、表示処理装置１５は、表示処理装置１２と同様である。
【０２２７】
　このように、表示処理装置１５は、表示部１５Ｋを備えた構成であってもよい。本変形
例の表示処理装置１５は、表示部１５Ｋを更に備える以外は、上記実施の形態の表示処理
装置１２と同様の構成である。このため、表示処理装置１５は、上記実施の形態と同様の
効果を得ることができる。
【０２２８】
（プログラム構成）
　表示処理装置１２、表示処理装置１５、および情報処理端末１４で実行されるプログラ
ムは、インストール可能な形式または実行可能な形式のファイルでＣＤ－ＲＯＭ、フレキ
シブルディスク（ＦＤ）、ＣＤ－Ｒ、ＤＶＤ（Ｄｉｇｉｔａｌ　Ｖｅｒｓａｔｉｌｅ　Ｄ
ｉｓｋ）等のコンピュータで読み取り可能な記録媒体に記録されて提供される。
【０２２９】
　また、表示処理装置１２、表示処理装置１５、および情報処理端末１４で実行されるプ
ログラムを、インターネット等のネットワークに接続されたコンピュータ上に格納し、ネ
ットワーク経由でダウンロードさせることにより提供するように構成してもよい。また、
表示処理装置１２、表示処理装置１５、および情報処理端末１４で実行されるプログラム
をインターネット等のネットワーク経由で提供または配布するように構成してもよい。ま
た、表示処理装置１２、表示処理装置１５、および情報処理端末１４で実行されるプログ
ラムを、ＲＯＭ等に予め組み込んで提供するように構成してもよい。
【０２３０】
　また、表示処理装置１２、表示処理装置１５、および情報処理端末１４のそれぞれで実
行される、上記処理を実行するためのプログラムは、上述した各部を含むモジュール構成
となっており、実際のハードウェアとしてはＣＰＵが記憶媒体から該プログラムを読み出
して実行することにより上記各部が主記憶装置上にロードされ、上記各部が主記憶装置上
に生成されるようになっている。
【０２３１】
　なお、表示処理装置１２、表示処理装置１５、および情報処理端末１４の記憶部に格納
されている各種情報は、外部装置に格納してもよい。この場合には、該外部装置と、表示
処理装置１２、表示処理装置１５、および情報処理端末１４と、を、ネットワーク等を介
して接続した構成とすればよい。
【０２３２】
　なお、上記には、本実施の形態および変形例を説明したが、上記実施の形態および変形
例は、例として提示したものであり、発明の範囲を限定することは意図していない。上記
新規な実施の形態および変形例は、その他の様々な形態で実施されることが可能であり、
発明の要旨を逸脱しない範囲で、種々の省略、置き換え、変更を行うことができる。上記
実施の形態やその変形例は、発明の範囲や要旨に含まれるとともに、特許請求の範囲に記
載された発明とその均等の範囲に含まれる。
【符号の説明】
【０２３３】
１０　情報処理システム
１２、１５　表示処理装置
１２Ａ　切替処理部
１２Ｂ　要求処理部
１２Ｆ　印刷データ生成部
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１２Ｈ　記憶制御部
１２Ｊ　表示制御部
１４　情報処理端末
１４Ａ　切替要求送信部
１４Ｃ　応答情報受信部
１４Ｆ　更新要求送信部
１５Ｋ　表示部
【先行技術文献】
【特許文献】
【０２３４】
【特許文献１】特開２００４－５４７８３号公報
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